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貴重な蝶の標本が志賀夘助氏から町へ〈関連講は頭〉

今月弩の主な内容
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晦礎）平成8年度会計の決算…　・◆一…　　…2～3

ポイ捨て条綱が施行、蝶の標本が搬入……感～5

議会建弼会、鐡稼ぎ者のみなさんヘー　…6～7

みんなの広場／わたしの主張…　　　……8～9

町の話題／松中3奪生が松高へ体験入掌…10～H

黄色いハンカチ運動を展醐、お知らぜ……欝～鍾

回圏回團
お《糟ゐ《擁電》

村由　シノさん　86歳　湯本（宮下／

竹内フジさん88歳坂中（紬〉
篤橋　政子さん　59歳　天水島（久保露〉

高橋　トクさん　85歳　大荒戸ぐ吉賀屋〉

村山　英湊さん59歳湯　霞（谷の上〉

瀧澤　キサさん　93歳　天水越（浅院〉

※8月i段から3蝦までの窟鐵分です。

※広報に載せてほしくない方は、麟串の

ときに窓擬にお話ください。

町の動き

　　　　　　　9月i揖現在
　　総人1コ　3，380人（一9）

　　　男王，崩7人（一2）

　　　女1，733人（一7〉

　　世帯数　1，超9芦（一i〉

　　　　（　〉内は繭月との比較

町民憲章，羅零，、53琵，矯調避

わたしたちは松之山羅葺蝿ですη郷二Lを愛し、

みんなでより．蒙い購づく幣をしよう啓

欝蔑6）合蕩葉
1、婆しい緑と轍の中で

　心難かな人続なろう
三、ブナの櫓が触れ懲うように

　連帯の心をもとう
ま、湧きいづる湯祭のように

　　翻遣のカを蕎めよう

温泉定休日
貯　1温泉センター1翠の湯

9月ll，：缶1璽63。
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ぽくの絵わたしの絵　　松里保育所

メ

繋
㎜
．

　
弧
鉾

萱

糖

　＜うさぎ総＞
たカぎきましぴく

高橋李匂くん
　（天水島・半助〉

ぼくのかお

ぽくがわらっているところ

囑

講靴，幽
く策水島・警楽）

　　じゃがいもおこし
ぽくとたくとくんとながさわかずやくんが

じゃがいもをおこしているところ

◇8月のできごと

三段　夏の交通事故防窺運動

　　　（～王（｝欝まで〉

2鑓　野村万作公演

9類　真夏σ）雪まつり

2倉段　献磁（役場）

28段　購ゲートボール大会

29日　農業委員会総会

蚤

◇9月三3霞～憩湾鐙βの予定

18a　リハビリ教室

21ヨ　秋の全麗交通安全運動

　　　　（～3（｝羅まで）

39β　保膏漸倉賜体力づくり

2演　議会定鋼会（～3ξ彗予定〉

5田　きのこ狩り

憩εi湯鳥駅伝大会、きのこ独

　　り、健康マラソン

編
集
室
か
ら

▼
八
月
二
騰
に
野
村
万
作
さ
ん
の
狂

鷺
の
公
演
が
あ
り
、
私
も
初
め
て
狂

欝
を
晃
せ
て
い
た
だ
き
濠
し
た
。
予

想
し
て
い
た
以
上
に
お
も
し
ろ
く
楽

し
い
公
演
で
し
た
。
テ
レ
ビ
の
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
回
し
て
い
る
と
教
欝
テ
レ

ビ
で
蒔
々
狂
欝
を
や
っ
て
い
る
の
を

チ
ラ
ッ
と
見
た
こ
と
が
あ
ウ
ま
す
が
、

こ
ん
な
に
お
も
し
ろ
い
と
は
…

…
…
。
公
演
当
躍
、
購
外
か
ら
も
大

勢
の
獲
欝
フ
ァ
ン
が
会
場
に
詰
め
か

け
た
こ
と
が
納
得
で
き
ま
し
た
。
憲

催
し
た
実
行
凌
愚
会
の
み
な
さ
ん
、

地
元
嵩
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
み
な

さ
ん
本
当
に
ご
著
労
さ
ま
で
し
た
、
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平成8年度一般会計

住みよい町づくりに

お年寄りが安心に碁らせる町づくりに

音
ゆ
円
使
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た

　
平
成
八
年
度
の
鰐
一
般
会
訴
お
よ
び
薗
民
健
康
保
険
特
溺
会
欝
な
ど
五

つ
の
特
尉
会
澱
の
決
算
が
先
の
定
働
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
．
今
月
，
写

で
は
、
鰐
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
税
金
が
焦
み
よ

い
町
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
紹
介
し
康
す
。

入
っ
た
お
金
と

　
　
財
源
劉
の
内
容

　
｝
般
会
計
の
決
舞
額
は
、
歳
入
が

購
十
一
傭
禦
｝
千
轟
ハ
、
蹴
、
一
牽
九
万
五
千

黒
．
購
　
十
照
円
、
歳
幽
力
照
十
億
六

千
九
十
闘
万
二
千
流
㌫
黒
十
七
円
で

差
し
　
引
毒
す
る
と
六
ぬ
…
五
欝
算
一
十
鷺

万
實
千
七
資
九
十
七
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
お
金
は
、
平
成
九
軍
度
皇

計
へ
繰
越
金
と
し
て
入
り
ま
す
ロ

　
歳
入
で
最
も
大
き
な
翻
禽
を
薦
め

て
い
る
の
が
地
方
交
轡
税
で
、
歳
入

ム
烹
捧
の
繭
六
・
　
一
％
で
す
。
　
平
成
七

年
魔
よ
り
㎜
千
八
資
八
十
万
円
ほ
ど

減
っ
て
い
ま
す
．

　
次
に
多
い
の
が
県
支
出
金
で
一
照
・

～
％
、
町
罐
の
ご
脚
∵
八
％
と
続
い

て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
て
い
る

町
税
は
、
二
億
脳
千
五
欝
照
十
黒
万

ニ
モ
六
十
九
酬
肖
で
ム
澗
体
の
六
％
と
な

つ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
の
中
で
、
輿
分
の
町
で
徴
収

ま
た
は
双
納
で
き
る
お
金
を
「
鑓
妃

財
源
し
と
い
い
、
購
税
や
繰
越
金
な

ど
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
、
一
方
、

地
方
交
付
税
や
濁
魔
・
県
支
出
金
、

町
債
な
ど
は
そ
の
収
入
頓
圏
や
県
が

醐
わ
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
ら
は

門
依
葎
財
源
し
と
輝
ば
れ
て
も
ま
す
．

　
灘
鱒
の
場
蛋
は
歳
入
の
ほ
と
ん
ど

が
依
葎
財
源
で
、
自
癒
財
源
は
わ
ず

か
紅
一
脳
・
…
ハ
％
で
す
。

使
っ
た
お
金
と

　
　
目
的
溺
の
内
容

　
次
は
使
っ
た
お
金
（
歳
患
）
で
す
．

歳
出
で
簸
も
多
か
っ
た
の
が
、
土
木

費
の
七
億
九
千
二
難
三
十
万
円
で
全

体
の
一
九
・
五
％
、
次
い
で
農
林
水

産
業
費
の
一
蕊
・
七
％
と
続
い
て
い

ま
す
．

　
餐
　
郵
業
で
は
、
衛
焦
費
の
保
健

セ
ン
タ
ー
建
設
費
に
二
億
五
千
百
一

牽
九
万
円
、
農
林
水
産
業
費
の
農
業

漉
轍
化
推
進
対
策
嚢
業
に
一
億
八
千

六
善
七
十
瀧
寿
門
、
土
木
費
の
町
営

住
竃
建
設
箏
業
の
｝
億
七
千
三
欝
・
．
“
…

十
灘
万
穆
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
畏
｝
人
あ
た
り
に
使
っ
た
お
金

は
、
　
蕎
十
九
万
六
千
醤
五
牽
照
円
で

豊
額
．
撚
薪

舗劉特度簿成
二
隠
濾
協
轡

平
　
　
㎜

鞠

｝
｝

りくづ人む爾

劉
　
鷺
縫

　
平
成
七
年
渡
よ
り
牽
｝
万
煮
千
七
十

　
照
円
多
く
な
っ
て
い
濠
す
。

　
　
目
的
懸
で
使
！
た
お
金
は
、
次
べ

　
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
．

　
　
ま
た
、
特
騨
会
計
で
は
五
つ
の
会

　
計
の
歳
入
総
額
は
二
十
億
一
千
九
万

　
円
、
歳
出
は
十
九
億
六
千
縢
懲
ご
軒

　
、
乃
円
で
し
た
ロ
残
額
は
そ
れ
ぞ
れ

　
平
成
九
年
度
の
／
、
欝
に
繰
り
越
さ
れ

　
ま
す
．

38万円

75万円

28万円

12万円

　　　■髄　　　｝　　｝｝　㎜　卵｝｝■“

77万円

驚万円

分 金

霧業

駒　定

歳入 2億7，95

歳患 2億7，玉3

公之由

参療紙

駒　定

歳入 3億5，29

歳餓 3億4，垂8

泉健計 歳入 5愉，33

歳餓 5億3，07

水遭

会妻

歳入 臆4，52

歳出 1億3，6

K道

会欝

歳入 6憶8，97

歳患 6億8，三

特
劉
会
計

購
畏
健
康
保
険

老人牽

会

簡易2

事業蓄

下水

難

2

察

繰越金　　　　その勉
　9．158万円　　3億5．310万円（8．7％）

　（2．2％）　　＿

地方交付税

　19億3な6万鶴

（46．1％）歳入
弔億2，629

、　　万円

國庫支出金
3億7，身99万円

　（9。1％〉

　
円

　
万
〉

　
G
％

　
田
3

債
乳
給

　
億
（

時
5

1、

爆支患金

5億8，ll3万円
（14．1％〉

《町税の内訳》

圃定資産税　　1億1，092万円（45．2％〉

町戻税　9，350万需（38．1％〉

入湯税2，258万円（9．2％〉

　町たばこ税1，i70万角（4．8％）

軽自動車税644万円（2．6％〉

特別土地保有税29万円（G．1％）

　　　民1人あた韓が負担したお金　　　　　　　。澱潔f肖

　　　　7万2　292円　（H9．4．1人籍3，395人〉

曝灘響〉その他臆6鰐　　　畢
2億435珊　　　　　　　　　　　　駐財源　　　　　　　《財灘別の内訳》
（5．0％〉　　＼　　　　， 、＿　　　6億86万円（14．6％〉

　
金
飽

税
越
の

町
繰
そ

依存財源

35億2，543万円

（85．4％〉

地方交付税
累支綴金
町　　債

その他

歳出　　　　　　／
　　　　　　　農赫水産業費
偲億6，脳　6億3，57妨円

、　　万円　（15。7％）

　
円勝

ー

費
携

鞭
警

　
円

　
万
〉

　
9
％

費
0

7
3

　
　
ヨ
　
ヨ

務
惣
6

総
5

　
　
　
円

　
　
　
万
〉

　
費
5
％

　
　
　
　
　
　
ゆ

　
生
δ
紅

　
　
　
ヰ
　
　
ヨ

　
衛
憶
（

　
　
　
4

も

町民璽人あたりに使われたお金
　　　”9万6蓼154円（縫9．4．看人犠鉱395人）

費 衛　蕊　費 公　債　費

　ψ尋、b略　　　　　　　　　　　　　　　∂

鍵
ゼ

0鐙 131，327円 127，e43鶏

β費 商　工　費 そ　の　飽

噺
豊

oζ
脳叙鷲
ダ　　　驚

、’や蒔

2円 49，835円 49，743円

159，29

災害復照費

霧
60，19

　
　
　
　
斡

朋
〉
轟
姻

賛
㎝
砺
聯
醗
い

生
缶
砿
傘
膿

残
嬬
G

畢

業費

円
　
費

円

土　木　費 農林水盤

の φ
　榊1朧、
、’∫断、

ポ禰
233，374円 i87，2

民　生　費 教　青

竃9　　繋

　91
曹
蕊

126，944円 71ラ1
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町
畏
｝
人
あ
た
り
に
使
っ
た
お
金

は
、
　
蕎
十
九
万
六
千
醤
五
牽
照
円
で

豊
額
．
撚
薪

舗劉特度簿成
二
隠
濾
協
轡

平
　
　
㎜

鞠

｝
｝

りくづ人む爾

劉
　
鷺
縫

　
平
成
七
年
渡
よ
り
牽
｝
万
煮
千
七
十

　
照
円
多
く
な
っ
て
い
濠
す
。

　
　
目
的
懸
で
使
！
た
お
金
は
、
次
べ

　
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
．

　
　
ま
た
、
特
騨
会
計
で
は
五
つ
の
会

　
計
の
歳
入
総
額
は
二
十
億
一
千
九
万

　
円
、
歳
出
は
十
九
億
六
千
縢
懲
ご
軒

　
、
乃
円
で
し
た
ロ
残
額
は
そ
れ
ぞ
れ

　
平
成
九
年
度
の
／
、
欝
に
繰
り
越
さ
れ

　
ま
す
．

38万円

75万円

28万円

12万円

　　　■髄　　　｝　　｝｝　㎜　卵｝｝■“

77万円

驚万円

分 金

霧業

駒　定

歳入 2億7，95

歳患 2億7，玉3

公之由

参療紙

駒　定

歳入 3億5，29

歳餓 3億4，垂8

泉健計 歳入 5愉，33

歳餓 5億3，07

水遭

会妻

歳入 臆4，52

歳出 1億3，6

K道

会欝

歳入 6憶8，97

歳患 6億8，三

特
劉
会
計

購
畏
健
康
保
険

老人牽

会

簡易2

事業蓄

下水

難

2

察

繰越金　　　　その勉
　9．158万円　　3億5．310万円（8．7％）

　（2．2％）　　＿

地方交付税

　19億3な6万鶴

（46．1％）歳入
弔億2，629

、　　万円

國庫支出金
3億7，身99万円

　（9。1％〉

　
円

　
万
〉

　
G
％

　
田
3

債
乳
給

　
億
（

時
5

1、

爆支患金

5億8，ll3万円
（14．1％〉

《町税の内訳》

圃定資産税　　1億1，092万円（45．2％〉

町戻税　9，350万需（38．1％〉

入湯税2，258万円（9．2％〉

　町たばこ税1，i70万角（4．8％）

軽自動車税644万円（2．6％〉

特別土地保有税29万円（G．1％）

　　　民1人あた韓が負担したお金　　　　　　　。澱潔f肖

　　　　7万2　292円　（H9．4．1人籍3，395人〉

曝灘響〉その他臆6鰐　　　畢
2億435珊　　　　　　　　　　　　駐財源　　　　　　　《財灘別の内訳》
（5．0％〉　　＼　　　　， 、＿　　　6億86万円（14．6％〉

　
金
飽

税
越
の

町
繰
そ

依存財源

35億2，543万円

（85．4％〉

地方交付税
累支綴金
町　　債

その他

歳出　　　　　　／
　　　　　　　農赫水産業費
偲億6，脳　6億3，57妨円

、　　万円　（15。7％）

　
円勝

ー

費
携

鞭
警

　
円

　
万
〉

　
9
％

費
0

7
3

　
　
ヨ
　
ヨ

務
惣
6

総
5

　
　
　
円

　
　
　
万
〉

　
費
5
％

　
　
　
　
　
　
ゆ

　
生
δ
紅

　
　
　
ヰ
　
　
ヨ

　
衛
憶
（

　
　
　
4

も

町民璽人あたりに使われたお金
　　　”9万6蓼154円（縫9．4．看人犠鉱395人）

費 衛　蕊　費 公　債　費

　ψ尋、b略　　　　　　　　　　　　　　　∂

鍵
ゼ

0鐙 131，327円 127，e43鶏

β費 商　工　費 そ　の　飽

噺
豊

oζ
脳叙鷲
ダ　　　驚

、’や蒔

2円 49，835円 49，743円

159，29

災害復照費

霧
60，19

　
　
　
　
斡

朋
〉
轟
姻

賛
㎝
砺
聯
醗
い

生
缶
砿
傘
膿

残
嬬
G

畢

業費

円
　
費

円

土　木　費 農林水盤

の φ
　榊1朧、
、’∫断、

ポ禰
233，374円 i87，2

民　生　費 教　青

竃9　　繋

　91
曹
蕊

126，944円 71ラ1

3



1
寸
①
寸
1

ヴ

リサ参胴

闘最
終
処
分
場
は

パ
ン
ク
寸
繭

あし、寸の処どま、溝姿がた　　濤ま
vζ．続購越分炉．〉せえ．が濠）後欝し、・ざ私
れ　け　で　分　嚇　過　入．で　消　リ　ジ．）　さ　て　糞　た

て療、す場に盤　⇔なえ漢ゴんいなち
｛“、1、更鎌の埋をそくてすミはまゴは
紫　’筆、罷容め経叡、な竃、かσ．〉　’すミ　’
いあ状議立てら・当　’。こゴ　。を1・1
蜜、と4．）はて　’1、象たゴゴとミ　緋常
すi数まいら簸’わミミを纂　餓盤
燦年ま豪れ後焼けそ集考積　　し、瀬
　　　で；ゴや憲1、二鋪での・横え場　 な3，）

　　　ゴミパすは処はも場た続　 が中
　　　ミをン⇔鍛鯉あのかこ撫　らで
　　　が1・1：1クそ終なりがらとし．　惣さ

闘焼
部
処
理
は

　
環
境
の
悪
化
を
招
く

　
蕪
塞
人
一
人
が
一
禦
鷺
欝
嶺
す
る

．
欝
ミ
の
、
騒
は
約
一
、
靴
蟹
グ
ラ
ム
楢
、
す
。

『
捨
て
る
』
社
会
か
ら

「
生
か
す
」
社
会
へ

　
”
ゴ
ミ
を
捨
て
る
？
”
　
ρ
ゴ
ミ
を
焦
か
す
？
夕
　
い
嵐
、
私
た
ち
は
そ
の
行
勤

を
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
の
滅
灘
や
リ
タ
イ
ク
ル
ヘ
の
取
り
績
み
は
、
汀
敬

や
裏
藁
蕎
だ
け
、
ぐ
な
く
、
製
鹸
を
漉
費
し
廃
棄
す
る
濾
灘
蓄
駕
禽
め
た
塾
遜
の

諜
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
月
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
耀
蘭
。
消
費
嵩
、
・
あ
る
わ

た
し
た
ち
は
、
簿
を
す
べ
き
な
の
か
を
考
え
て
み
豪
し
ょ
う
．

、
7
ミ
の
容
購
を
滅
り
す
だ
け
な
ら
、

焼
却
縫
分
を
す
れ
ば
い
い
と
考
え
る

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
す
べ
て
の
ゴ
ミ
を
焼
鋪
で
き
る

も
の
磐
、
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
残
っ
た

灰
は
埋
め
／
…
ζ
な
け
れ
ば
な
り
輩
せ

ん
療
穂
よ
り
こ
の
方
郵
ぴ
は
麗
境
、
を

汚
染
す
る
と
い
う
大
爵
・
v
な
落
と
し
穴

が
あ
、
る
の
で
す
。

　
一
2
に
は
、
焼
鋪
蒋
瓢
発
盤
す
る

大
、
慰
の
、
酸
化
炭
素
に
よ
つ
て
、
地

球
の
温
暖
化
を
無
ゆ
に
進
め
ダ
編
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
む
や
み
に
ゴ
ミ
を

“
燃
や
す
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
轡

欝
な
ガ
ス
が
発
熱
し
て
し
漢
う
こ
と

も
あ
る
の
．
マ
す
、

　
こ
う
し
た
環
境
へ
ー
還
　
　
を
も

蕊
ん
る
と
、
ご
み
閥
題
の
解
決
策
は

「
ゴ
ミ
灘
捧
の
羅
を
減
ら
す
」
と
い

う
こ
と
以
外
紅
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎ゴミ・1タサイクル対策の4つのステップ　　　　　　■■■■　　えク廃タす

1☆蕪1諏☆∬孫轟遜1舞難
醐る．　、□糧磯灘、甥減ス　轡叡私
i●齢囎欝欝のものは鱗峨脅紙犠芦類（ア賊・怨大らテ　農消をりた

薩難網i．ll難1☆1す孝1欝
i弓糠抱麟を選ける　 i　i堆肥碁こ変える　　 i嫉　　　　　る遜行行
髪＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿3　転＿＿一＿＿．＿＿＿＿＿＿一詳　　　　　　　　　わの敬勤

　　　　　　　　　　　　　嘉

隔磁簸理－’1編義轟編藩撃購縫ll器
i　　　　　　l　i　　　　　　i濠1こら濠ヅる1こ減塞ri畷終的職硫ご灘劇願卍一騨ん・畷びんな…せ生はすでとしらす使

i饗　響i．1鱗鰐二1欝舞藁難癖撃

L＿＿＿＿耗璽盤㌧・1藤蒙鎧雛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式ζ）薄つをず様

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
条
例

　
紛
月
黍
日
か
ら
施
行

　
ゴ
ミ
の
ボ
イ
捨
て
防
鋤
瀟
動
や
再

蜜
源
化
の
健
進
な
ど
、
環
境
へ
の
慧

識
を
蕩
め
な
が
ら
、
私
た
ち
の
生
活

を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

今
年
の
…
月
「
松
晶
．
嶋
由
町
蜜
き
無
等

の
散
翫
及
び
ボ
イ
捨
て
防
恋
に
関
す

る
粂
例
」
が
綴
驚
さ
れ
、
こ
の
十
月

…
鷺
か
ら
施
行
さ
れ
豪
し
た
藷

　
購
で
は
、
購
内
で
ゴ
ミ
が
不
法
投

棄
さ
れ
て
い
る
十
鷲
ヵ
所
続
不
法
投

棄
禁
癒
の
轡
板
、
濠
た
道
諮
に
も
ポ

イ
捨
て
禁
慮
の
懸
板
を
設
灘
す
る
な

ど
環
境
美
化
へ
の
憲
識
警
発
を
図
っ

て
い
ま
す
．
こ
の
条
携
で
は
、
購
跳

は
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
禁
蹴
し
、
ゴ

ミ
の
持
ち
帰
り
や
環
境
美
化
濡
動
、

鍛
き
無
等
の
再
資
源
化
に
努
め
る
こ

と
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
阻
の
豊
か
で
奨
し
い
露
然
を
守
り

な
が
ら
、
快
適
な
焦
活
環
壌
の
中
で

暮
り
し
て
行
け
る
よ
う
み
な
愚
ん
の

ご
協
力
を
お
顯
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た購内15力漸に看板を設置しまし

4

新しい農業委員r
　　　　　　…るr

　　　　　　｛

　　　　　　rが決ま

会長に商橋　伸氏

　会長代理に小野塚保氏

小野塚保氏
（東ヌ1レ64〉

琉
b

　
　
も

一
・

蜘
恵
山

P
之

　
・
松

バ
マ
〈

高橋俊夫氏
（黒倉・59〉

　
任
鯛
満
了
ぼ
伴
う
松
之
山
町
農
業

委
員
会
婆
員
｝
般
選
挙
は
、
九
月
九

欝
に
魯
承
さ
れ
ま
し
た
が
、
立
候
補

餐
が
定
数
と
岡
じ
だ
っ
た
た
め
無
投

票
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
新
農
業
委
鰻
は
一
毅

選
挙
に
ょ
る
十
名
と
議
会
選
串
の
竹

内
ご
三
繭
議
員
、
農
協
選
繊
の
佐
藤

良
雄
理
事
の
誹
牽
二
名
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

　
一
般
選
拳
に
よ
る
新
農
業
委
員
の

う
ち
、
五
私
が
今
鐡
新
し
く
農
業
委

員
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
十
月
二
β
に
は
総
会
が
闘
催
さ
れ
、

会
長
に
は
腐
橋
　
伸
託
、
会
長
代
理

渡辺新一氏
（東葦勲・37〉

村由薄乙氏
（橋謡・63）

禽橋順一氏
（天水島・60）

に
は
小
野
塚
保
氏
を
選
餓
し
濠
し
た
。

　
農
業
襲
轟
会
は
毎
月
一
回
総
会
を

闘
き
、
農
溺
地
に
か
か
る
各
種
の
許

可
脚
講
事
項
の
審
議
の
ほ
か
に
農
家

の
農
業
経
営
の
相
談
役
と
し
て
ご
活

躍
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

騰
綿
地
等
に
関
す
る
こ
と
な
ど
は
、

地
域
の
新
し
い
農
業
委
興
さ
ん
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
籍
し
い
農
業
婁
愚
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
伍
期
は
、
平
成
九
年
十
月

一
日
か
ら
平
成
十
二
年
九
層
三
十
鑓

ま
で
で
す
。
0
は
住
漸
と
年
齢
。
届

け
患
順
に
漏
載
し
ま
し
た
。

商橋　坤氏
（大荒戸・磁）

佐藤輝國氏
く天水越・53）

竹内二三霞氏
　（豊撮・61〉

佐藤萩一郎氏
　（月池・55）

樋揖　正氏
（則麦立・47）

佐藤良雄氏
（叉水越・63）

志
賀
夘
助
氏
か
ら
寄
贈
の

　
　
　
蝶
の
標
本
が
搬
入

　
名
誉
町
昆
の
志
賀
夘
助
さ
ん
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
蝶
の
標
本
が
九
月
二
十

六
臼
、
当
町
へ
搬
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
志
賀
さ
ん
は
明
治
三
十
六
年
に
松

之
霞
村
新
山
で
生
ま
れ
、
今
奪
九
十

闘
歳
。
若
く
し
て
上
康
し
、
そ
こ
で

運
命
の
偶
然
か
ら
昆
虫
の
採
集
や
標

本
づ
く
り
に
入
ら
れ
、
こ
の
分
野
の

普
及
に
　
生
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
り
し
ゅ
う

そ
の
間
、
惟
界
各
地
の
蝶
を
蒐
集
し

標
本
に
さ
れ
、
大
窮
に
保
管
さ
れ
て

き
た
も
の
で
す
。
今
鐡
、
そ
の
標
本

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
露
の
二
十
五
田
、
標
本
は
東
窟

都
渋
谷
薩
に
あ
る
憲
賀
昆
轟
普
及
社

で
志
翼
夘
助
さ
ん
と
鮭
長
の
志
賀
康

太
郎
さ
ん
、
当
購
か
ら
は
撫
藤
宏
一

教
脊
畏
、
保
坂
美
智
男
東
窟
事
務
漸

畏
が
見
嘗
る
な
か
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み

込
ま
れ
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
標
本

は
、
　
一
臨
七
ケ
ー
ス
、
頭
数
で
は
三

千
七
蒼
六
十
八
ぼ
も
上
り
ま
す
。

　
積
み
込
み
に
先
立
ち
、
志
賀
郊
助

さ
ん
に
松
之
山
町
畏
か
ら
の
感
謝
状

が
加
藤
教
膏
長
に
よ
っ
て
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
志
賀
さ
ん
は
、
故
郷
で
あ
る
松
之

起＿

希少種など

寓
町
の
兇
童
・
生
徒
の
自
然
教
脊
を

は
じ
め
、
購
畏
か
ら
自
然
に
対
す
る

関
心
を
蕩
め
て
い
た
だ
き
、
購
の
活

牲
化
に
も
役
立
て
て
ほ
し
い
と
貴
重

な
蒐
集
物
を
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
搬
入
さ
れ
た
標
本
は
懐
婁
に
ト
ラ

ッ
ク
か
ら
運
び
出
さ
れ
、
　
一
ケ
ー
ス

ご
と
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
後
、
保
管

さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
機
会
を
見
て
町
罠
に
一

般
公
醐
す
る
ほ
か
博
物
館
等
の
公
的

機
関
に
展
承
す
る
な
ど
、
貴
重
な
財

産
と
し
て
大
切
に
保
管
し
な
が
ら
後

世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
．

5
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寸
①
寸
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ヴ

リサ参胴

闘最
終
処
分
場
は

パ
ン
ク
寸
繭

あし、寸の処どま、溝姿がた　　濤ま
vζ．続購越分炉．〉せえ．が濠）後欝し、・ざ私
れ　け　で　分　嚇　過　入．で　消　リ　ジ．）　さ　て　糞　た

て療、す場に盤　⇔なえ漢ゴんいなち
｛“、1、更鎌の埋をそくてすミはまゴは
紫　’筆、罷容め経叡、な竃、かσ．〉　’すミ　’
いあ状議立てら・当　’。こゴ　。を1・1
蜜、と4．）はて　’1、象たゴゴとミ　緋常
すi数まいら簸’わミミを纂　餓盤
燦年ま豪れ後焼けそ集考積　　し、瀬
　　　で；ゴや憲1、二鋪での・横え場　 な3，）

　　　ゴミパすは処はも場た続　 が中
　　　ミをン⇔鍛鯉あのかこ撫　らで
　　　が1・1：1クそ終なりがらとし．　惣さ

闘焼
部
処
理
は

　
環
境
の
悪
化
を
招
く

　
蕪
塞
人
一
人
が
一
禦
鷺
欝
嶺
す
る

．
欝
ミ
の
、
騒
は
約
一
、
靴
蟹
グ
ラ
ム
楢
、
す
。

『
捨
て
る
』
社
会
か
ら

「
生
か
す
」
社
会
へ

　
”
ゴ
ミ
を
捨
て
る
？
”
　
ρ
ゴ
ミ
を
焦
か
す
？
夕
　
い
嵐
、
私
た
ち
は
そ
の
行
勤

を
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
の
滅
灘
や
リ
タ
イ
ク
ル
ヘ
の
取
り
績
み
は
、
汀
敬

や
裏
藁
蕎
だ
け
、
ぐ
な
く
、
製
鹸
を
漉
費
し
廃
棄
す
る
濾
灘
蓄
駕
禽
め
た
塾
遜
の

諜
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
月
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
耀
蘭
。
消
費
嵩
、
・
あ
る
わ

た
し
た
ち
は
、
簿
を
す
べ
き
な
の
か
を
考
え
て
み
豪
し
ょ
う
．

、
7
ミ
の
容
購
を
滅
り
す
だ
け
な
ら
、

焼
却
縫
分
を
す
れ
ば
い
い
と
考
え
る

人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
す
べ
て
の
ゴ
ミ
を
焼
鋪
で
き
る

も
の
磐
、
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
残
っ
た

灰
は
埋
め
／
…
ζ
な
け
れ
ば
な
り
輩
せ

ん
療
穂
よ
り
こ
の
方
郵
ぴ
は
麗
境
、
を

汚
染
す
る
と
い
う
大
爵
・
v
な
落
と
し
穴

が
あ
、
る
の
で
す
。

　
一
2
に
は
、
焼
鋪
蒋
瓢
発
盤
す
る

大
、
慰
の
、
酸
化
炭
素
に
よ
つ
て
、
地

球
の
温
暖
化
を
無
ゆ
に
進
め
ダ
編
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
む
や
み
に
ゴ
ミ
を

“
燃
や
す
と
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
轡

欝
な
ガ
ス
が
発
熱
し
て
し
漢
う
こ
と

も
あ
る
の
．
マ
す
、

　
こ
う
し
た
環
境
へ
ー
還
　
　
を
も

蕊
ん
る
と
、
ご
み
閥
題
の
解
決
策
は

「
ゴ
ミ
灘
捧
の
羅
を
減
ら
す
」
と
い

う
こ
と
以
外
紅
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎ゴミ・1タサイクル対策の4つのステップ　　　　　　■■■■　　えク廃タす
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i　　　　　　l　i　　　　　　i濠1こら濠ヅる1こ減塞ri畷終的職硫ご灘劇願卍一騨ん・畷びんな…せ生はすでとしらす使

i饗　響i．1鱗鰐二1欝舞藁難癖撃

L＿＿＿＿耗璽盤㌧・1藤蒙鎧雛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　式ζ）薄つをず様

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
条
例

　
紛
月
黍
日
か
ら
施
行

　
ゴ
ミ
の
ボ
イ
捨
て
防
鋤
瀟
動
や
再

蜜
源
化
の
健
進
な
ど
、
環
境
へ
の
慧

識
を
蕩
め
な
が
ら
、
私
た
ち
の
生
活

を
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

今
年
の
…
月
「
松
晶
．
嶋
由
町
蜜
き
無
等

の
散
翫
及
び
ボ
イ
捨
て
防
恋
に
関
す

る
粂
例
」
が
綴
驚
さ
れ
、
こ
の
十
月

…
鷺
か
ら
施
行
さ
れ
豪
し
た
藷

　
購
で
は
、
購
内
で
ゴ
ミ
が
不
法
投

棄
さ
れ
て
い
る
十
鷲
ヵ
所
続
不
法
投

棄
禁
癒
の
轡
板
、
濠
た
道
諮
に
も
ポ

イ
捨
て
禁
慮
の
懸
板
を
設
灘
す
る
な

ど
環
境
美
化
へ
の
憲
識
警
発
を
図
っ

て
い
ま
す
．
こ
の
条
携
で
は
、
購
跳

は
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
を
禁
蹴
し
、
ゴ

ミ
の
持
ち
帰
り
や
環
境
美
化
濡
動
、

鍛
き
無
等
の
再
資
源
化
に
努
め
る
こ

と
な
ど
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
阻
の
豊
か
で
奨
し
い
露
然
を
守
り

な
が
ら
、
快
適
な
焦
活
環
壌
の
中
で

暮
り
し
て
行
け
る
よ
う
み
な
愚
ん
の

ご
協
力
を
お
顯
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た購内15力漸に看板を設置しまし

4

新しい農業委員r
　　　　　　…るr

　　　　　　｛

　　　　　　rが決ま

会長に商橋　伸氏

　会長代理に小野塚保氏

小野塚保氏
（東ヌ1レ64〉

琉
b

　
　
も

一
・

蜘
恵
山

P
之

　
・
松

バ
マ
〈

高橋俊夫氏
（黒倉・59〉

　
任
鯛
満
了
ぼ
伴
う
松
之
山
町
農
業

委
員
会
婆
員
｝
般
選
挙
は
、
九
月
九

欝
に
魯
承
さ
れ
ま
し
た
が
、
立
候
補

餐
が
定
数
と
岡
じ
だ
っ
た
た
め
無
投

票
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
新
農
業
委
鰻
は
一
毅

選
挙
に
ょ
る
十
名
と
議
会
選
串
の
竹

内
ご
三
繭
議
員
、
農
協
選
繊
の
佐
藤

良
雄
理
事
の
誹
牽
二
名
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

　
一
般
選
拳
に
よ
る
新
農
業
委
員
の

う
ち
、
五
私
が
今
鐡
新
し
く
農
業
委

員
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
十
月
二
β
に
は
総
会
が
闘
催
さ
れ
、

会
長
に
は
腐
橋
　
伸
託
、
会
長
代
理

渡辺新一氏
（東葦勲・37〉

村由薄乙氏
（橋謡・63）

禽橋順一氏
（天水島・60）

に
は
小
野
塚
保
氏
を
選
餓
し
濠
し
た
。

　
農
業
襲
轟
会
は
毎
月
一
回
総
会
を

闘
き
、
農
溺
地
に
か
か
る
各
種
の
許

可
脚
講
事
項
の
審
議
の
ほ
か
に
農
家

の
農
業
経
営
の
相
談
役
と
し
て
ご
活

躍
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

騰
綿
地
等
に
関
す
る
こ
と
な
ど
は
、

地
域
の
新
し
い
農
業
委
興
さ
ん
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
籍
し
い
農
業
婁
愚
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
伍
期
は
、
平
成
九
年
十
月

一
日
か
ら
平
成
十
二
年
九
層
三
十
鑓

ま
で
で
す
。
0
は
住
漸
と
年
齢
。
届

け
患
順
に
漏
載
し
ま
し
た
。

商橋　坤氏
（大荒戸・磁）

佐藤輝國氏
く天水越・53）

竹内二三霞氏
　（豊撮・61〉

佐藤萩一郎氏
　（月池・55）

樋揖　正氏
（則麦立・47）

佐藤良雄氏
（叉水越・63）

志
賀
夘
助
氏
か
ら
寄
贈
の

　
　
　
蝶
の
標
本
が
搬
入

　
名
誉
町
昆
の
志
賀
夘
助
さ
ん
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
蝶
の
標
本
が
九
月
二
十

六
臼
、
当
町
へ
搬
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
志
賀
さ
ん
は
明
治
三
十
六
年
に
松

之
霞
村
新
山
で
生
ま
れ
、
今
奪
九
十

闘
歳
。
若
く
し
て
上
康
し
、
そ
こ
で

運
命
の
偶
然
か
ら
昆
虫
の
採
集
や
標

本
づ
く
り
に
入
ら
れ
、
こ
の
分
野
の

普
及
に
　
生
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
り
し
ゅ
う

そ
の
間
、
惟
界
各
地
の
蝶
を
蒐
集
し

標
本
に
さ
れ
、
大
窮
に
保
管
さ
れ
て

き
た
も
の
で
す
。
今
鐡
、
そ
の
標
本

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
前
露
の
二
十
五
田
、
標
本
は
東
窟

都
渋
谷
薩
に
あ
る
憲
賀
昆
轟
普
及
社

で
志
翼
夘
助
さ
ん
と
鮭
長
の
志
賀
康

太
郎
さ
ん
、
当
購
か
ら
は
撫
藤
宏
一

教
脊
畏
、
保
坂
美
智
男
東
窟
事
務
漸

畏
が
見
嘗
る
な
か
ト
ラ
ッ
ク
に
積
み

込
ま
れ
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
標
本

は
、
　
一
臨
七
ケ
ー
ス
、
頭
数
で
は
三

千
七
蒼
六
十
八
ぼ
も
上
り
ま
す
。

　
積
み
込
み
に
先
立
ち
、
志
賀
郊
助

さ
ん
に
松
之
山
町
畏
か
ら
の
感
謝
状

が
加
藤
教
膏
長
に
よ
っ
て
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

　
志
賀
さ
ん
は
、
故
郷
で
あ
る
松
之

起＿

希少種など

寓
町
の
兇
童
・
生
徒
の
自
然
教
脊
を

は
じ
め
、
購
畏
か
ら
自
然
に
対
す
る

関
心
を
蕩
め
て
い
た
だ
き
、
購
の
活

牲
化
に
も
役
立
て
て
ほ
し
い
と
貴
重

な
蒐
集
物
を
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
搬
入
さ
れ
た
標
本
は
懐
婁
に
ト
ラ

ッ
ク
か
ら
運
び
出
さ
れ
、
　
一
ケ
ー
ス

ご
と
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
後
、
保
管

さ
れ
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
機
会
を
見
て
町
罠
に
一

般
公
醐
す
る
ほ
か
博
物
館
等
の
公
的

機
関
に
展
承
す
る
な
ど
、
貴
重
な
財

産
と
し
て
大
切
に
保
管
し
な
が
ら
後

世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
．

5



1
の
①
寸
1

　
罫
成
九
年
第
流
醐
の
購
議
会
足
飼

会
が
牽
月
二
鷺
か
ら
一
鷺
問
闘
催
さ

れ
、
条
例
の
一
部
改
正
や
平
成
九
年

度
補
圧
予
算
な
ど
十
三
の
義
躍
な
ど

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
八
隼
度
の
汽
つ
の
会

計
決
簾
の
認
驚
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

決
算
の
詳
し
い
内
容
は
、
筋
ぺ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
、

　
な
の
、
松
之
由
町
教
脊
婁
鰻
余
委

興
丁
舶
が
九
月
、
．
一
十
総
を
も
っ
て
任

期
が
満
了
し
た
た
め
、
縣
し
い
婆
賛

の
任
命
に
つ
い
て
と
松
之
由
町
嗣
定

資
産
評
緬
審
蕊
婁
、
擬
会
委
轟
の
選
任

に
つ
い
て
議
会
の
隅
意
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
．

　
…
般
質
問
で
は
、
六
漁
の
議
．
興
が

出
稼
ぎ
の
み
な
さ
ん
へ

健
康
で
安
心
し
て

・
出
稼
ぎ
前
に

　
　
　
異
動
手
続
き

　
繊
稼
ぎ
先
で
社
会
保
険
に
繍
入
す

る
方
は
、
楚
任
荊
に
役
場
圏
難
健
康

保
険
係
の
窓
撒
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
．

適
場
が
受
サ
．
れ
ず
灘
療
費
の
全
額

が
み
な
さ
ん
の
負
撮
と
な
る
こ
と
も

あ
り
濠
す
の
で
ご
濡
憲
く
だ
さ
い
、

　
な
お
、
蝕
任
兜
の
会
社
で
は
祉
会

保
険
に
舶
入
で
意
る
か
ど
う
か
を
窮

葡
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
健
康
保
険
証
は

　
　
　
病
院
窓
口
へ

　
緩
療
機
閲
（
病
院
な
ど
）
で
受
診

す
る
際
は
、
必
ず
健
康
保
険
証
を
受

付
の
窓
口
に
提
添
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
、

　
出
稼
藩
な
ど
で
「
圏
観
健
康
保
険
」

か
声
、
社
会
保
険
し
に
変
更
と
な
っ

た
と
き
は
、
そ
の
讐
を
必
ず
鷹
療
機

関
の
窓
欝
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
難
会
保
険
へ
の
趨
入
手
続

き
が
遅
れ
新
し
い
保
険
証
が
儲
か
な

、
こ
れ
か
ら
の
農
政
に
つ
い
て
」
な

ど
二
十
項
闘
に
つ
い
デ
、
質
問
し
ま
し

た
。
議
会
の
詳
し
い
内
容
は
、
　
「
義

∠
．
憂
よ
⇔
」
で
紹
介
さ
れ
ま
す
．

　
各
婁
，
興
の
選
任
・
岡
．
、
脚
な
ど
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
．

《
選
任
・
岡
意
・
推
薦
》

▼
松
之
山
町
教
薄
婁
購
の
任
命

　
山
縣
溝
治
さ
ん
（
湯
之
晟
）

▼
松
7
触
山
購
圃
定
資
産
評
髄
審
奄
委

　
轟
の
選
任

　
畢
絹
．
疋
雄
さ
ん
（
北
浦
繊
）

▼
松
之
由
町
擬
漿
婁
鰻
の
推
薦

　
竹
内
二
三
閥
さ
ん
（
蟹
田
）

▼
人
権
擁
瀞
、
翼
姿
饅
の
推
薦

　
橿
漂
｝
雄
諏
．
隔
ん
（
天
水
越
）

　
藁
野
秘
子
さ
ん
（
下
蝦
池
）

～
国
保
か
ら
の

働
く
た
め

縫
会
保
険
へ
の
異
動
に
必
要
な
鍵
，
類

を
お
渡
し
し
ま
す
．

　
こ
の
審
類
を
出
稼
ぎ
先
の
会
枇
に

持
参
し
、
会
縫
か
ち
．
樵
企
保
険
茄
入

の
証
明
を
費
け
た
後
、
町
役
場
へ
送

付
く
だ
さ
い
、
鰯
畏
健
康
保
険
係
で

こ‘は

お
知
ら
せ
～

い
と
き
も
、
そ
の
欝
を
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
．

　
ま
た
、
七
十
歳
以
上
で
讐
人
保
健

を
受
給
し
て
い
る
方
も
保
険
証
が
変

わ
っ
た
場
合
は
、
緩
療
機
関
に
健
康

保
険
証
と
老
人
鷹
療
受
給
餐
証
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
、

・
ご
存
知
で
す
か

も
う
一
枚
の
保
険
証

　
綴
稼
ぎ
先
で
歓
会
保
険
に
加
入
し

な
い
方
は
、
綱
鍵
健
康
保
険
係
で
も

う
一
枚
「
遠
購
地
保
険
者
証
」
を
交

み
な
さ
ん
か
ら
の
警
類
が
鰯
き

次
第
に
ご
家
族
か
ら
役
場
に
お
越
し

い
た
だ
き
保
険
の
異
動
夢
続
き
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
．

　
こ
の
異
勤
磐
続
き
が
遅
れ
ま
す
と

病
醗
な
ど
で
受
診
し
た
際
、
保
険
の
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付
し
ま
す
の
で
、
役
場
の
窓
欝
に
槽

談
く
だ
さ
い
。

　
健
康
保
険
証
は
…
鍵
帯
に
｝
枚
が

療
則
で
す
。
し
か
し
、
出
稼
ぎ
や
長

期
蕨
行
、
修
掌
の
た
め
に
勉
市
購
柑

に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
場
倉
は
、
特

馴
に
も
う
｝
枚
の
保
険
証
を
交
付
し

ま
す
。

　
ま
た
、
出
稼
ぎ
先
で
社
会
保
険
に

撫
入
す
る
と
そ
の
家
族
も
被
扶
養
潔

と
し
て
鮭
会
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

会
鮭
か
ら
あ
な
た
の
健
康
保
険
証
の

ぼ
か
に
、
家
族
絹
の
、
遠
購
地
被
保

険
餐
証
」
の
交
付
を
受
け
て
ご
家
旗

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
健
康
保
険
で
不
明
な
点
は
、
役
場

総
務
謙
建
罠
係
く
國
罠
健
康
保
険
係
）

談
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

燈
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新
潟
地
方
法
務
局

松
代
出
張
所
が
統
合
し
ま
す
！

　
長
年
皆
様
に
ご
利
鵜
い
た
だ
い
て

ま
い
り
ま
し
た
新
潟
地
方
法
務
簡
松

代
出
張
漸
は
、
本
年
十
｝
月
二
十
五

鷺
を
も
）
て
新
潟
地
方
法
務
局
十
類

購
出
張
所
に
統
合
さ
れ
、
廃
止
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
簿

せ
し
家
す
．
提
簿
に
わ
た
る
ご
摩
傭

に
対
し
、
膠
く
お
礼
購
し
上
げ
ま
す
．

　
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
十
一
月
二

十
鷹
環
以
降
の
土
地
、
建
物
、
会
社
、

法
人
等
の
登
甜
申
請
、
登
記
簿
の
騰

本
・
抄
本
・
閲
覧
、
会
靴
・
法
人
の

印
鑑
証
明
等
の
交
付
晦
講
霧
等
の
事

務
は
、
十
鷺
町
餓
張
所
に
お
い
て
取

り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
、

門
統
合
・
事
務
の
お
た
ず
ね
先
】

・
新
潟
地
方
法
務
局
十
繊
町
患
張
所

　
費
0
2
5
7
－
5
2
－
2
5
7
5

・
紙
潟
地
方
法
務
局
松
代
出
張
勝

　
費
0
2
5
5
9
－
7
i
2
0
4
1
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園
髭
年
金
に
付

撫
年
金
の
鰯
度
が

あ
る
こ
と
を
ご
襟

知
で
し
ょ
う
か
？

　
付
撫
舘
金
は
、

低
額
の
保
険
料
に

照
○
○
源
（
付
撫

保
険
料
）
壱
プ
ラ

ス
し
て
納
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
付

舶
保
険
料
納
付
月
、

知って得する年金知識

噛
ー
」

一
か
月
に
つ
き
二
〇
〇
円
で
計

算
さ
れ
た
年
金
が
老
齢
蓋
礎
無

金
に
土
積
み
さ
れ
て
支
給
さ
れ

る
無
壷
で
す
。

　
第
一
畢
被
保
険
潜
の
人
が
購

し
鐵
る
こ
と
に
よ
ゆ
、
付
撫
鐸

金
ば
撫
入
演
る
こ
＆
が
で
き
濠

す
が
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け

で
嶺
た
夢
、
灘
罠
蕪
金
墓
金
臓

茄
入
し
て
験
る
人
は
醤
繍
無
金

に
撫
入
す
る
こ
と
が
で
き
求
せ

ん
。
　
（
農
業
養
無
金
紅
加
入
し

て
い
る
人
は
、
本
人
の
希
望
に

開
係
な
く
、
必
ず
付
鑛
年
金
に

簾
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
）

　
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
総
務

課
住
罠
係
ま
で
お
問
い
禽
わ
せ

く
だ
さ
い
．

　
燈
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園
園
團
圏
國
　
　
　
躍

囲
函
団
　
壊
れ
や
す
い
翫

｝｝度があります
の
割

［働牌金
…

　
現
往
の
撹
騨
的
な
環
境
問
題
は
、

廃
棄
物
の
大
籔
発
生
、
資
源
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
嬬
渇
、
地
球
温
暖
化
、
オ

ゾ
ン
腰
の
破
壊
、
酸
性
雨
の
発
生
、

測
川
・
湖
沼
及
び
海
洋
の
水
質
汚
染
、

土
壌
汚
染
、
窟
警
廃
棄
物
の
翻
際
移

動
、
森
林
の
減
少
、
砂
漢
化
、
生
物

多
様
性
の
減
少
な
ど
が
あ
り
ま
す
．

　
以
繭
は
一
部
の
企
業
が
出
す
蕎
審

物
質
等
が
闘
題
に
な
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
今
は
人
間
が
盗
活
す
る
烹
で

の
総
て
の
規
象
が
環
境
に
深
刻
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
．

　
緑
£
翻
ま
れ
た
松
之
山
瞬
で
も
、

中
醐
大
陸
で
発
盤
し
て
い
る
車
や
工

場
の
雛
嶽
熟
ガ
ス
が
鱈
と
な
っ
て
降
り

積
も
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、

こ
の
問
題
が
い
か
に
世
罪
的
で
あ
る

か
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　
環
境
破
壊
は
私
た
ち
が
想
像
し
て

い
る
以
上
に
進
ん
で
お
り
、
温
暖
化

に
よ
り
、
ア
ラ
ス
カ
の
氷
河
が
溶
け

出
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
近
い
将
来
多
少
筒
懸

で
あ
っ
て
も
耐
久
性
に
優
れ
、
安
金

や
環
境
に
醒
慮
し
た
も
の
を
購
入
す

る
か
、
不
便
で
も
質
秦
な
盗
活
を
す

る
か
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
大
量
滴

費
大
量
廃
棄
の
鷹
活
を
変
え
な
く
て

は
い
け
な
く
厭
る
よ
う
で
す
。

　
そ
う
し
な
い
と
、
環
境
破
壊
が
進

み
、
干
ば
つ
、
洪
承
、
寒
波
、
暖
冬

等
の
異
鴬
気
象
が
起
こ
り
や
す
く
な

り
藪
す
。

　
そ
の
こ
と
が
、
食
糧
不
堤
を
招
き

大
量
の
飢
餓
難
罠
の
発
生
や
國
際
紛

争
の
猟
臨
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
農
村
を
環
境
保

全
の
防
波
堤
と
し
て
位
置
付
け
る
暫

え
方
が
、
國
畏
的
な
理
解
を
得
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
総
て
の
事
業
が
、
そ
の
よ
う
な
観

点
で
晃
薩
さ
れ
る
時
が
来
る
よ
う
で

す
。
地
球
環
境
と
は
壊
れ
や
す
く
、

一
度
壊
れ
た
ら
元
に
は
も
う
漢
ら
な

い
こ
と
を
、
｝
人
｝
人
の
間
題
と
し

て
考
え
る
こ
と
が
、
今
求
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
東
窟
事
務
所
　
保
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
色
％

　
　
　
　
　
　
　
　
溺
ノ
虜
o
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1
の
①
寸
1

　
罫
成
九
年
第
流
醐
の
購
議
会
足
飼

会
が
牽
月
二
鷺
か
ら
一
鷺
問
闘
催
さ

れ
、
条
例
の
一
部
改
正
や
平
成
九
年

度
補
圧
予
算
な
ど
十
三
の
義
躍
な
ど

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
八
隼
度
の
汽
つ
の
会

計
決
簾
の
認
驚
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

決
算
の
詳
し
い
内
容
は
、
筋
ぺ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
、

　
な
の
、
松
之
由
町
教
脊
婁
鰻
余
委

興
丁
舶
が
九
月
、
．
一
十
総
を
も
っ
て
任

期
が
満
了
し
た
た
め
、
縣
し
い
婆
賛

の
任
命
に
つ
い
て
と
松
之
由
町
嗣
定

資
産
評
緬
審
蕊
婁
、
擬
会
委
轟
の
選
任

に
つ
い
て
議
会
の
隅
意
が
求
め
ら
れ

ま
し
た
．

　
…
般
質
問
で
は
、
六
漁
の
議
．
興
が

出
稼
ぎ
の
み
な
さ
ん
へ

健
康
で
安
心
し
て

・
出
稼
ぎ
前
に

　
　
　
異
動
手
続
き

　
繊
稼
ぎ
先
で
社
会
保
険
に
繍
入
す

る
方
は
、
楚
任
荊
に
役
場
圏
難
健
康

保
険
係
の
窓
撒
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
．

適
場
が
受
サ
．
れ
ず
灘
療
費
の
全
額

が
み
な
さ
ん
の
負
撮
と
な
る
こ
と
も

あ
り
濠
す
の
で
ご
濡
憲
く
だ
さ
い
、

　
な
お
、
蝕
任
兜
の
会
社
で
は
祉
会

保
険
に
舶
入
で
意
る
か
ど
う
か
を
窮

葡
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
健
康
保
険
証
は

　
　
　
病
院
窓
口
へ

　
緩
療
機
閲
（
病
院
な
ど
）
で
受
診

す
る
際
は
、
必
ず
健
康
保
険
証
を
受

付
の
窓
口
に
提
添
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
、

　
出
稼
藩
な
ど
で
「
圏
観
健
康
保
険
」

か
声
、
社
会
保
険
し
に
変
更
と
な
っ

た
と
き
は
、
そ
の
讐
を
必
ず
鷹
療
機

関
の
窓
欝
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
．

　
な
お
、
難
会
保
険
へ
の
趨
入
手
続

き
が
遅
れ
新
し
い
保
険
証
が
儲
か
な

、
こ
れ
か
ら
の
農
政
に
つ
い
て
」
な

ど
二
十
項
闘
に
つ
い
デ
、
質
問
し
ま
し

た
。
議
会
の
詳
し
い
内
容
は
、
　
「
義

∠
．
憂
よ
⇔
」
で
紹
介
さ
れ
ま
す
．

　
各
婁
，
興
の
選
任
・
岡
．
、
脚
な
ど
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
．

《
選
任
・
岡
意
・
推
薦
》

▼
松
之
山
町
教
薄
婁
購
の
任
命

　
山
縣
溝
治
さ
ん
（
湯
之
晟
）

▼
松
7
触
山
購
圃
定
資
産
評
髄
審
奄
委

　
轟
の
選
任

　
畢
絹
．
疋
雄
さ
ん
（
北
浦
繊
）

▼
松
之
由
町
擬
漿
婁
鰻
の
推
薦

　
竹
内
二
三
閥
さ
ん
（
蟹
田
）

▼
人
権
擁
瀞
、
翼
姿
饅
の
推
薦

　
橿
漂
｝
雄
諏
．
隔
ん
（
天
水
越
）

　
藁
野
秘
子
さ
ん
（
下
蝦
池
）

～
国
保
か
ら
の

働
く
た
め

縫
会
保
険
へ
の
異
動
に
必
要
な
鍵
，
類

を
お
渡
し
し
ま
す
．

　
こ
の
審
類
を
出
稼
ぎ
先
の
会
枇
に

持
参
し
、
会
縫
か
ち
．
樵
企
保
険
茄
入

の
証
明
を
費
け
た
後
、
町
役
場
へ
送

付
く
だ
さ
い
、
鰯
畏
健
康
保
険
係
で

こ‘は

お
知
ら
せ
～

い
と
き
も
、
そ
の
欝
を
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
．

　
ま
た
、
七
十
歳
以
上
で
讐
人
保
健

を
受
給
し
て
い
る
方
も
保
険
証
が
変

わ
っ
た
場
合
は
、
緩
療
機
関
に
健
康

保
険
証
と
老
人
鷹
療
受
給
餐
証
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
、

・
ご
存
知
で
す
か

も
う
一
枚
の
保
険
証

　
綴
稼
ぎ
先
で
歓
会
保
険
に
加
入
し

な
い
方
は
、
綱
鍵
健
康
保
険
係
で
も

う
一
枚
「
遠
購
地
保
険
者
証
」
を
交

み
な
さ
ん
か
ら
の
警
類
が
鰯
き

次
第
に
ご
家
族
か
ら
役
場
に
お
越
し

い
た
だ
き
保
険
の
異
動
夢
続
き
を
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
．

　
こ
の
異
勤
磐
続
き
が
遅
れ
ま
す
と

病
醗
な
ど
で
受
診
し
た
際
、
保
険
の
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い　　　　　｛卵　　　　｝　　　　　一　　　　　｝　　　　｝　　　　髄　　　｛　　　嚇　　｝　　噛　　｛　｛　酬軸｝　　　　鴨』　　　｝　　　軸　　｝　　｝　　鴨　｝　｝，｝，

付
し
ま
す
の
で
、
役
場
の
窓
欝
に
槽

談
く
だ
さ
い
。

　
健
康
保
険
証
は
…
鍵
帯
に
｝
枚
が

療
則
で
す
。
し
か
し
、
出
稼
ぎ
や
長

期
蕨
行
、
修
掌
の
た
め
に
勉
市
購
柑

に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
場
倉
は
、
特

馴
に
も
う
｝
枚
の
保
険
証
を
交
付
し

ま
す
。

　
ま
た
、
出
稼
ぎ
先
で
社
会
保
険
に

撫
入
す
る
と
そ
の
家
族
も
被
扶
養
潔

と
し
て
鮭
会
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

会
鮭
か
ら
あ
な
た
の
健
康
保
険
証
の

ぼ
か
に
、
家
族
絹
の
、
遠
購
地
被
保

険
餐
証
」
の
交
付
を
受
け
て
ご
家
旗

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
健
康
保
険
で
不
明
な
点
は
、
役
場

総
務
謙
建
罠
係
く
國
罠
健
康
保
険
係
）

談
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

燈
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新
潟
地
方
法
務
局

松
代
出
張
所
が
統
合
し
ま
す
！

　
長
年
皆
様
に
ご
利
鵜
い
た
だ
い
て

ま
い
り
ま
し
た
新
潟
地
方
法
務
簡
松

代
出
張
漸
は
、
本
年
十
｝
月
二
十
五

鷺
を
も
）
て
新
潟
地
方
法
務
局
十
類

購
出
張
所
に
統
合
さ
れ
、
廃
止
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
簿

せ
し
家
す
．
提
簿
に
わ
た
る
ご
摩
傭

に
対
し
、
膠
く
お
礼
購
し
上
げ
ま
す
．

　
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
十
一
月
二

十
鷹
環
以
降
の
土
地
、
建
物
、
会
社
、

法
人
等
の
登
甜
申
請
、
登
記
簿
の
騰

本
・
抄
本
・
閲
覧
、
会
靴
・
法
人
の

印
鑑
証
明
等
の
交
付
晦
講
霧
等
の
事

務
は
、
十
鷺
町
餓
張
所
に
お
い
て
取

り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
、

門
統
合
・
事
務
の
お
た
ず
ね
先
】

・
新
潟
地
方
法
務
局
十
繊
町
患
張
所

　
費
0
2
5
7
－
5
2
－
2
5
7
5

・
紙
潟
地
方
法
務
局
松
代
出
張
勝

　
費
0
2
5
5
9
－
7
i
2
0
4
1
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園
髭
年
金
に
付

撫
年
金
の
鰯
度
が

あ
る
こ
と
を
ご
襟

知
で
し
ょ
う
か
？

　
付
撫
舘
金
は
、

低
額
の
保
険
料
に

照
○
○
源
（
付
撫

保
険
料
）
壱
プ
ラ

ス
し
て
納
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
付

舶
保
険
料
納
付
月
、

知って得する年金知識

噛
ー
」

一
か
月
に
つ
き
二
〇
〇
円
で
計

算
さ
れ
た
年
金
が
老
齢
蓋
礎
無

金
に
土
積
み
さ
れ
て
支
給
さ
れ

る
無
壷
で
す
。

　
第
一
畢
被
保
険
潜
の
人
が
購

し
鐵
る
こ
と
に
よ
ゆ
、
付
撫
鐸

金
ば
撫
入
演
る
こ
＆
が
で
き
濠

す
が
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け

で
嶺
た
夢
、
灘
罠
蕪
金
墓
金
臓

茄
入
し
て
験
る
人
は
醤
繍
無
金

に
撫
入
す
る
こ
と
が
で
き
求
せ

ん
。
　
（
農
業
養
無
金
紅
加
入
し

て
い
る
人
は
、
本
人
の
希
望
に

開
係
な
く
、
必
ず
付
鑛
年
金
に

簾
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
）

　
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
総
務

課
住
罠
係
ま
で
お
問
い
禽
わ
せ

く
だ
さ
い
．

　
燈
6
－
3
王
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縢
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園
園
團
圏
國
　
　
　
躍

囲
函
団
　
壊
れ
や
す
い
翫

｝｝度があります
の
割

［働牌金
…

　
現
往
の
撹
騨
的
な
環
境
問
題
は
、

廃
棄
物
の
大
籔
発
生
、
資
源
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
嬬
渇
、
地
球
温
暖
化
、
オ

ゾ
ン
腰
の
破
壊
、
酸
性
雨
の
発
生
、

測
川
・
湖
沼
及
び
海
洋
の
水
質
汚
染
、

土
壌
汚
染
、
窟
警
廃
棄
物
の
翻
際
移

動
、
森
林
の
減
少
、
砂
漢
化
、
生
物

多
様
性
の
減
少
な
ど
が
あ
り
ま
す
．

　
以
繭
は
一
部
の
企
業
が
出
す
蕎
審

物
質
等
が
闘
題
に
な
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
今
は
人
間
が
盗
活
す
る
烹
で

の
総
て
の
規
象
が
環
境
に
深
刻
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
．

　
緑
£
翻
ま
れ
た
松
之
山
瞬
で
も
、

中
醐
大
陸
で
発
盤
し
て
い
る
車
や
工

場
の
雛
嶽
熟
ガ
ス
が
鱈
と
な
っ
て
降
り

積
も
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、

こ
の
問
題
が
い
か
に
世
罪
的
で
あ
る

か
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
も
の
と
思

い
ま
す
。

　
環
境
破
壊
は
私
た
ち
が
想
像
し
て

い
る
以
上
に
進
ん
で
お
り
、
温
暖
化

に
よ
り
、
ア
ラ
ス
カ
の
氷
河
が
溶
け

出
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
近
い
将
来
多
少
筒
懸

で
あ
っ
て
も
耐
久
性
に
優
れ
、
安
金

や
環
境
に
醒
慮
し
た
も
の
を
購
入
す

る
か
、
不
便
で
も
質
秦
な
盗
活
を
す

る
か
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
大
量
滴

費
大
量
廃
棄
の
鷹
活
を
変
え
な
く
て

は
い
け
な
く
厭
る
よ
う
で
す
。

　
そ
う
し
な
い
と
、
環
境
破
壊
が
進

み
、
干
ば
つ
、
洪
承
、
寒
波
、
暖
冬

等
の
異
鴬
気
象
が
起
こ
り
や
す
く
な

り
藪
す
。

　
そ
の
こ
と
が
、
食
糧
不
堤
を
招
き

大
量
の
飢
餓
難
罠
の
発
生
や
國
際
紛

争
の
猟
臨
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
農
村
を
環
境
保

全
の
防
波
堤
と
し
て
位
置
付
け
る
暫

え
方
が
、
國
畏
的
な
理
解
を
得
ら
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
総
て
の
事
業
が
、
そ
の
よ
う
な
観

点
で
晃
薩
さ
れ
る
時
が
来
る
よ
う
で

す
。
地
球
環
境
と
は
壊
れ
や
す
く
、

一
度
壊
れ
た
ら
元
に
は
も
う
漢
ら
な

い
こ
と
を
、
｝
人
｝
人
の
間
題
と
し

て
考
え
る
こ
と
が
、
今
求
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
東
窟
事
務
所
　
保
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
色
％

　
　
　
　
　
　
　
　
溺
ノ
虜
o
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1
⑩
①
寸
1

覇麗麗難お便りお待ちしています

みんなの

場広

　このコーナーで’は、みなさんからの

ご意見やお便りをお待ちしています。

懸体グ）紹介や写輿、絵藏なども大歓迎

締め切りは、縁月2囎です。総務謙行

政係広報担当まで　費6－3捻1

為鎌
バ

～

り

，
縄
絵

わが家の人気者⑳

だい　き

大貴くん登場（3歳〉

久保顛雅夫・久美峯さん長男

　　　　　　　（嘗根・藩七〉

　大貴くんは、家では「大ちゃん」

と呼ぱれています。二大ちゃんの好

きな食べ物は、讐～いお菓子やほ

うれん草など。でも、好き嫌いが

なく何でも喜んで食べるそうです。

　また、お気に入9のおもちゃは、

車とウルトラマンのおもちゃだそ

うです。　「この春から保育所紅行

きはじめ、いままで女の子のなか

で育ったため、女の子の遊びしか

知らなカ》ったのです力書、やっとウ

ルトラマンなど紅興妹を捲つよう

になりました」とお母さん。

　8月には安磁アイランドに鐵か

けウルトラマンショーを見たり、

いろいろな乗り物に乗ってきたそ

うです。いま、ウルトラマンに夢

中な大ちゃんです、

【お縁さんから一露｝

　名購のように大きくて広～い心

の男の子になってほしいです。
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多
…
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、
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多
峯
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ミ
董
■
旨
F
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”
手
圭
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多
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ξ
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■
…
5
多
ー
｝
…
玉
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…
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き
き
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星
‡
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奪
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多
手
、
｝
…
芋
き
髪

新
潟
県
少
年
の
主
張
大
会

｝

ヲ
わ
た
し
の
主
張
W
々

　
先
月
暑
紅
続
い
て
九
月
二
霞
に
開

催
さ
れ
た
、
　
門
紙
潟
県
少
卑
の
薫
張

策
頸
城
郡
地
縫
大
会
軸
に
出
場
し
た

松
之
山
中
学
校
の
竹
内
恵
美
さ
ん
の

発
蓑
内
容
を
ご
紹
介
し
家
す
．

一
入
の
入
問
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
た
め
に

　
　
松
之
痴
中
黛
年
　
竹
内
恵
美

鴨
第
二
条
　
締
約
國
は
、
そ
の
管
轄

の
下
に
あ
る
箆
童
に
対
し
、
兇
童
ま

た
は
そ
の
父
母
藩
し
く
は
法
建
保
護

蕎
の
人
種
、
皮
麟
の
色
、
性
、
欝
灘
、

察
教
、
政
治
的
慧
見
そ
の
地
の
慧
見
、

麗
驚
的
、
種
族
的
驚
し
く
は
社
会
的

出
身
、
財
産
、
心
身
障
欝
、
出
熱
塞

た
は
地
の
地
位
に
か
か
わ
ら
ず
、
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ー
…
ξ
ー
…
の

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
」

難
郷
色

か
な
る
差
劉
も
な
し
に
こ
の
条
約
に

建
め
る
権
穂
を
薄
窮
し
、
及
び
確
保

す
る
恥

　
み
な
さ
ん
は
こ
の
条
約
を
知
っ
て

い
蒙
す
か
。
も
っ
と
分
か
り
や
す
く

欝
え
ば
、
　
「
子
ど
も
は
差
溺
さ
れ
て

は
い
け
な
い
㌧
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。　

つ
ま
り
、
子
ど
も
は
…
入
の
人
聞

と
し
て
尊
震
愚
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
一
文
で
す
。

　
私
は
公
災
で
勉
強
し
て
初
め
て
こ

の
条
約
が
あ
る
こ
と
を
簿
り
ま
し
た
。

き
っ
と
、
私
の
よ
う
に
多
く
の
子
ど

も
が
権
利
条
約
が
あ
る
こ
と
を
短
ら

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．

　
こ
の
条
約
は
子
ど
も
の
た
め
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
読
ん
で

惣
ろ
う
と
す
る
と
、
条
約
の
内
容
が

難
し
く
霧
い
て
あ
り
、
理
解
に
蕾
し

み
ま
す
。
私
は
、
　
糧
子
ど
も
に
よ
る

子
ど
も
の
た
め
の
「
子
ど
も
の
権
利

条
約
髭
　
と
い
う
本
を
読
み
ま
し
た
。

こ
の
本
は
中
学
盤
が
条
約
を
も
っ
と

分
か
り
や
す
い
袋
現
で
訳
し
て
く
れ

た
添
で
す
．

　
こ
れ
で
は
こ
の
権
利
条
約
の
あ
る

意
殊
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
私
た
ち
子
ど
も
は
、
権
利

条
約
の
よ
う
に
一
人
の
入
問
と
し
て

尊
重
さ
れ
て
い
る
の
で
し
議
う
か
．

　
第
牽
二
条
で
は
、
子
ど
も
は
融
融

臓
膚
分
の
意
見
を
露
う
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

ま
す
ひ
し
か
し
、
規
実
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
子
ど
も
の
慧
見
が
尊
璽
さ

れ
て
い
な
い
例
を
“
一
つ
あ
げ
て
み
る

と
、
私
が
大
人
の
会
話
範
入
ろ
う
と

し
て
意
見
な
ど
を
誉
〉
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

　
で
も
、
大
人
た
ち
は
滞
ナ
ど
も
な

ん
だ
か
ら
鷺
を
鋏
ま
な
く
て
い
い
」

と
書
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
な
の
だ
か
ら
と
い
う
理
慮
で
自

分
の
意
見
を
無
視
さ
れ
る
と
、
と
て

も
腹
が
立
ち
悲
し
く
な
り
ま
す
。

　
ど
う
し
て
、
子
ど
も
だ
か
ら
と
意

箆
を
一

“
欝
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　
掌
校
生
酒
で
も
、
そ
う
思
う
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
譲
す
。
例
え
ば
、

校
則
で
す
。
私
た
ち
の
意
見
が
反
映

さ
れ
て
作
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
，
校
則
は
そ
の
学
校
に
よ
っ
て
様

様
で
す
。
必
要
な
も
の
も
あ
れ
ば
、

不
満
に
思
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。
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私
は
T
シ
ャ
ツ
の
こ
と
や
、
鰯
膿

の
こ
と
で
漣
…
．
黛
鴨
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
、
み
ん
な
が
き
ち
ん
と
や
っ
て

い
る
の
に
自
分
だ
け
と
思
う
こ
と
も

あ
り
象
す
。
で
も
、
そ
れ
は
私
が
翻

分
を
童
…
張
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
も

あ
り
ま
す
。

　
見
た
闇
が
中
学
撫
ら
し
く
な
い
と

“
、
欝
う
人
も
い
る
け
ど
、
そ
の
人
は
兇

た
懲
だ
け
で
私
た
ち
の
こ
と
を
決
め

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

　
確
か
に
箆
た
繕
の
そ
の
人
も
そ
の

人
の
一
部
で
す
、

　
で
も
、
本
当
紅
…
部
に
し
か
す
潔
｝

な
い
の
で
す
．
学
校
は
み
ん
な
で
鷹

活
す
る
の
で
、
窮
分
の
や
り
た
い
こ

と
だ
け
を
や
る
わ
け
紅
は
い
き
ま
せ

ん
．
だ
か
ら
校
財
が
あ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
で
も
、
そ
の
校
則
に
よ
っ
て
…
人

一
人
の
欄
姓
が
失
わ
れ
す
ぎ
る
の
も

ど
う
か
と
愚
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
校

劉
の
権
利
が
薄
叢
さ
れ
て
い
な
い
と

思
っ
た
　
、
校
則
を
直
し
て
ほ
し
い

レ
．
㎜
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
も

っ
と
、
た
く
さ
ん
の
人
が
自
分
の
思

っ
て
い
る
こ
と
を
発
褒
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
よ
い
獣
校
藏
濡
が
お

く
れ
る
は
ず
で
す
．

　
そ
し
ず
、
、
畿
徒
と
先
熱
と
の
謡
し

禽
う
機
余
が
多
く
な
り
、
私
た
ち
の

慧
晃
を
も
つ
と
堺
校
載
類
つ
て
も
ら

う
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し

よ
う
か
．

　
今
ま
で
紅
あ
げ
た
二
つ
の
例
か
ら

私
が
露
い
た
い
こ
と
は
、
大
人
に
も

っ
と
子
ど
も
の
こ
と
を
理
解
し
、
私

た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
接
し
て
ほ
し

自
然だ

い
す
き
⑳

シソ科ジヤコウソウ

　谷間の湿ったところや木陰に生える多

年草。高さは今～90c搬。花は、筒状のく

ちびる形をして、長さは4～5c議と大き

い。茎や葉をゆすると、ふくいくとよい

香りがするというのでジャコウソウのi和

名がつけられた。「松之鐵の穂物」より

写真は佐藤一善さん（松之磁〉

い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
子
ど
も
も
理
解

し
て
も
ら
っ
た
り
す
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
も
努
力
が
必
要
で
す
、

　
ま
ず
、
｝
人
｝
人
が
私
た
ち
の
も

っ
て
い
る
権
利
を
簿
り
、
自
分
の
慧

冤
を
も
ち
、
懲
儒
を
持
っ
て
行
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
こ
と
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

び
、
経
験
す
べ
き
な
の
で
す
。

　
も
し
、
臼
分
の
権
利
が
尊
重
さ
れ

て
い
な
い
と
思
つ
た
ら
、
自
分
を
童

張
す
べ
き
な
の
で
す
。
私
た
ち
子
ど

も
も
一
人
の
人
簡
な
の
だ
か
ら
窃
信

を
も
っ
て
意
見
を
欝
い
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
轍
が
ん
ば
っ

て
愈
き
て
い
き
、
盤
活
し
て
い
き
ま

す
。　

自
分
の
盤
弊
を
作
ら
ず
に
、
人
と

の
交
滅
を
大
切
に
し
て
自
分
だ
け
の

世
界
か
ら
ぬ
け
出
し
て
た
く
さ
ん
の

人
と
大
き
な
繊
界
を
つ
く
ウ
ま
し
ょ

う
φ

　
そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
権
利
を
守

り
、
｝
人
の
人
闘
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
よ
ア
つ
紅
な
り
ま
し
よ
う
。

　
第
十
三
条
（
条
約
と
翻
訳
し
て
あ

る
も
の
を
読
む
）

ま
つ
の
や
ま
文
芸

斑
柳

新
闘
の
い
の
ち
い
ち
に
ち
だ
け
で
足
導

郷
虚
た
が
里
の
う
わ
さ
に
ゃ
耳
を
貸
し

永
懸
町
地
方
は
曇
り
の
ち
く
も
脊

　
　
　
　
　
黒
　
倉
二
枚
顧
）
　
準
村
　
正
孝

柳
友
侭
晶
紹
介

冗
談
は
よ
せ
と
離
れ
た
ハ
エ
糧
士

蝶
々
の
好
み
を
花
は
闘
か
さ
れ
る

蟻
と
蟻
た
し
か
め
あ
っ
て
す
れ
ち
が
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
野
　
火
八

　ご協力ください．〃

大厳寺高原を
　　コスモス

　　秋桜でいっぱいに
　今年の大厳寺高原は、そばの花で見事でした。

大勢のカメラマンや家族連れでにぎわいました。

来年は、そばの花と識スモスで色どりたいと計面

しています。

　つきましては、コスモスの種子を採っておいて

いただけませんでしょうか。色は穂でもかまいま

せん。ご自宅にあるもの、ほんの

少しでもご協カー　　鍵
臼雛慧欝鷲肇鷲．、1勲
力で大きなコスモス燗にしたいも

のです。　　　　　　　　　　　　　　　　鶉ス管ス

　　　　　松之山町役場振興課
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①
寸
1

覇麗麗難お便りお待ちしています

みんなの

場広

　このコーナーで’は、みなさんからの

ご意見やお便りをお待ちしています。

懸体グ）紹介や写輿、絵藏なども大歓迎

締め切りは、縁月2囎です。総務謙行

政係広報担当まで　費6－3捻1

為鎌
バ

～

り

，
縄
絵

わが家の人気者⑳

だい　き

大貴くん登場（3歳〉

久保顛雅夫・久美峯さん長男

　　　　　　　（嘗根・藩七〉

　大貴くんは、家では「大ちゃん」

と呼ぱれています。二大ちゃんの好

きな食べ物は、讐～いお菓子やほ

うれん草など。でも、好き嫌いが

なく何でも喜んで食べるそうです。

　また、お気に入9のおもちゃは、

車とウルトラマンのおもちゃだそ

うです。　「この春から保育所紅行

きはじめ、いままで女の子のなか

で育ったため、女の子の遊びしか

知らなカ》ったのです力書、やっとウ

ルトラマンなど紅興妹を捲つよう

になりました」とお母さん。

　8月には安磁アイランドに鐵か

けウルトラマンショーを見たり、

いろいろな乗り物に乗ってきたそ

うです。いま、ウルトラマンに夢

中な大ちゃんです、

【お縁さんから一露｝

　名購のように大きくて広～い心

の男の子になってほしいです。
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F
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手
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手
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玉
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…
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髪
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き
き
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星
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ξ
筆
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善
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｝
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奪
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多
手
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｝
…
芋
き
髪

新
潟
県
少
年
の
主
張
大
会

｝

ヲ
わ
た
し
の
主
張
W
々

　
先
月
暑
紅
続
い
て
九
月
二
霞
に
開

催
さ
れ
た
、
　
門
紙
潟
県
少
卑
の
薫
張

策
頸
城
郡
地
縫
大
会
軸
に
出
場
し
た

松
之
山
中
学
校
の
竹
内
恵
美
さ
ん
の

発
蓑
内
容
を
ご
紹
介
し
家
す
．

一
入
の
入
問
と
し
て

尊
重
さ
れ
る
た
め
に

　
　
松
之
痴
中
黛
年
　
竹
内
恵
美

鴨
第
二
条
　
締
約
國
は
、
そ
の
管
轄

の
下
に
あ
る
箆
童
に
対
し
、
兇
童
ま

た
は
そ
の
父
母
藩
し
く
は
法
建
保
護

蕎
の
人
種
、
皮
麟
の
色
、
性
、
欝
灘
、

察
教
、
政
治
的
慧
見
そ
の
地
の
慧
見
、

麗
驚
的
、
種
族
的
驚
し
く
は
社
会
的

出
身
、
財
産
、
心
身
障
欝
、
出
熱
塞

た
は
地
の
地
位
に
か
か
わ
ら
ず
、
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
ー
…
ξ
ー
…
の

　
　
　
　
　
　
　
　
そ
」

難
郷
色

か
な
る
差
劉
も
な
し
に
こ
の
条
約
に

建
め
る
権
穂
を
薄
窮
し
、
及
び
確
保

す
る
恥

　
み
な
さ
ん
は
こ
の
条
約
を
知
っ
て

い
蒙
す
か
。
も
っ
と
分
か
り
や
す
く

欝
え
ば
、
　
「
子
ど
も
は
差
溺
さ
れ
て

は
い
け
な
い
㌧
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。　

つ
ま
り
、
子
ど
も
は
…
入
の
人
聞

と
し
て
尊
震
愚
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
一
文
で
す
。

　
私
は
公
災
で
勉
強
し
て
初
め
て
こ

の
条
約
が
あ
る
こ
と
を
簿
り
ま
し
た
。

き
っ
と
、
私
の
よ
う
に
多
く
の
子
ど

も
が
権
利
条
約
が
あ
る
こ
と
を
短
ら

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
．

　
こ
の
条
約
は
子
ど
も
の
た
め
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
読
ん
で

惣
ろ
う
と
す
る
と
、
条
約
の
内
容
が

難
し
く
霧
い
て
あ
り
、
理
解
に
蕾
し

み
ま
す
。
私
は
、
　
糧
子
ど
も
に
よ
る

子
ど
も
の
た
め
の
「
子
ど
も
の
権
利

条
約
髭
　
と
い
う
本
を
読
み
ま
し
た
。

こ
の
本
は
中
学
盤
が
条
約
を
も
っ
と

分
か
り
や
す
い
袋
現
で
訳
し
て
く
れ

た
添
で
す
．

　
こ
れ
で
は
こ
の
権
利
条
約
の
あ
る

意
殊
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
私
た
ち
子
ど
も
は
、
権
利

条
約
の
よ
う
に
一
人
の
入
問
と
し
て

尊
重
さ
れ
て
い
る
の
で
し
議
う
か
．

　
第
牽
二
条
で
は
、
子
ど
も
は
融
融

臓
膚
分
の
意
見
を
露
う
こ
と
が
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七

ま
す
ひ
し
か
し
、
規
実
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
子
ど
も
の
慧
見
が
尊
璽
さ

れ
て
い
な
い
例
を
“
一
つ
あ
げ
て
み
る

と
、
私
が
大
人
の
会
話
範
入
ろ
う
と

し
て
意
見
な
ど
を
誉
〉
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。

　
で
も
、
大
人
た
ち
は
滞
ナ
ど
も
な

ん
だ
か
ら
鷺
を
鋏
ま
な
く
て
い
い
」

と
書
う
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
な
の
だ
か
ら
と
い
う
理
慮
で
自

分
の
意
見
を
無
視
さ
れ
る
と
、
と
て

も
腹
が
立
ち
悲
し
く
な
り
ま
す
。

　
ど
う
し
て
、
子
ど
も
だ
か
ら
と
意

箆
を
一

“
欝
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　
掌
校
生
酒
で
も
、
そ
う
思
う
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
譲
す
。
例
え
ば
、

校
則
で
す
。
私
た
ち
の
意
見
が
反
映

さ
れ
て
作
ら
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
，
校
則
は
そ
の
学
校
に
よ
っ
て
様

様
で
す
。
必
要
な
も
の
も
あ
れ
ば
、

不
満
に
思
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。
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に
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ち
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ま
ず
、
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｝
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が
私
た
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も
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り
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慧
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も
ち
、
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そ
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こ
と
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
こ
と
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学

び
、
経
験
す
べ
き
な
の
で
す
。

　
も
し
、
臼
分
の
権
利
が
尊
重
さ
れ

て
い
な
い
と
思
つ
た
ら
、
自
分
を
童

張
す
べ
き
な
の
で
す
。
私
た
ち
子
ど

も
も
一
人
の
人
簡
な
の
だ
か
ら
窃
信

を
も
っ
て
意
見
を
欝
い
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
轍
が
ん
ば
っ

て
愈
き
て
い
き
、
盤
活
し
て
い
き
ま

す
。　

自
分
の
盤
弊
を
作
ら
ず
に
、
人
と

の
交
滅
を
大
切
に
し
て
自
分
だ
け
の

世
界
か
ら
ぬ
け
出
し
て
た
く
さ
ん
の

人
と
大
き
な
繊
界
を
つ
く
ウ
ま
し
ょ

う
φ

　
そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
権
利
を
守

り
、
｝
人
の
人
闘
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
よ
ア
つ
紅
な
り
ま
し
よ
う
。

　
第
十
三
条
（
条
約
と
翻
訳
し
て
あ

る
も
の
を
読
む
）

ま
つ
の
や
ま
文
芸

斑
柳

新
闘
の
い
の
ち
い
ち
に
ち
だ
け
で
足
導

郷
虚
た
が
里
の
う
わ
さ
に
ゃ
耳
を
貸
し

永
懸
町
地
方
は
曇
り
の
ち
く
も
脊

　
　
　
　
　
黒
　
倉
二
枚
顧
）
　
準
村
　
正
孝

柳
友
侭
晶
紹
介

冗
談
は
よ
せ
と
離
れ
た
ハ
エ
糧
士

蝶
々
の
好
み
を
花
は
闘
か
さ
れ
る

蟻
と
蟻
た
し
か
め
あ
っ
て
す
れ
ち
が
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
野
　
火
八

　ご協力ください．〃

大厳寺高原を
　　コスモス

　　秋桜でいっぱいに
　今年の大厳寺高原は、そばの花で見事でした。

大勢のカメラマンや家族連れでにぎわいました。

来年は、そばの花と識スモスで色どりたいと計面

しています。

　つきましては、コスモスの種子を採っておいて

いただけませんでしょうか。色は穂でもかまいま

せん。ご自宅にあるもの、ほんの

少しでもご協カー　　鍵
臼雛慧欝鷲肇鷲．、1勲
力で大きなコスモス燗にしたいも

のです。　　　　　　　　　　　　　　　　鶉ス管ス

　　　　　松之山町役場振興課

9
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九
月
十
繍
、
特
溺
養
護
糖
人
ホ
…

ム
不
老
閣
で
九
月
行
鐵
の
「
野
外
食
㎜

事
会
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
朝
の
う
ち
心
配
さ
れ
た
天
候
も
、

欝
窪
が
広
が
り
絶
好
の
食
事
会
臼
秘
。
㎜

会
場
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
手
づ
く
り
の

料
理
が
並
べ
ら
れ
、
全
蝿
で
乾
杯
し

て
食
箏
余
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
田
は
、
黒
倉
集
落
の
お
癬
さ

ん
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
。
…

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
3
ン
で
は
職
愚
．

や
入
所
餐
か
ら
の
カ
ラ
オ
ケ
も
披
露

さ
れ
、
楽
し
く
に
ぎ
や
か
に
食
事
会

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
．

　
不
老
齪
襯
閣
で
は
毎
月
㎜
園
各
種
の
行

事
が
計
画
し
て
お
り
、
お
年
寄
り
の

楽
し
み
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
泌
覇
監

丁故郷を思う」の作品寄贈一一…一

一一一一相澤龍雪氏から町へ書一点一

　
当
町
の
水
梨
集
落
出
身
で
碗
在
、

葉
窟
都
墨
田
匿
往
住
の
書
家
相
澤
龍

．
撮
か
ら
時
に
鍵
鴛
｝
点
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　
相
澤
氏
は
霧
法
研
究
鴨
清
龍
余
臨

の
会
長
な
ど
各
方
灘
で
ご
活
躍
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
寄
贈
さ
れ
家

し
た
作
鼎
は
、
読
売
新
聞
社
展
に
出

篇
嬰
ご
れ
た
も
の
で
鴨
郷
思
（
故
郷
を

思
う
ご
と
い
う
題
で
す
。

　
九
碍
セ
～
灘
、
水
梨
集
落
の
相
澤

畏
三
さ
ん
が
相
澤
氏
の
作
蔽
を
購
役

場
に
持
参
さ
れ
、
偽
藤
利
毒
町
長
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
作

最
は
役
場
庁
禽
内
に
展
示
し
、
町
罠

の
み
な
さ
ん
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
ひ

1一黙敬老の臼”ますますお元気で　　 ・r
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

一　　 お年寄り宅へ佐藤町長が訪問　」

　
九
月
十
五
鶏
は
敬
藩
の
鑓
で
し
た
。
、

瞬
で
は
町
内
の
八
十
歳
以
上
の
お
葎

寄
り
薫
欝
八
人
に
敬
老
の
祝
品
を
贈

り
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　
こ
の
鎮
は
、
佐
藤
利
毒
町
長
と
町

保
健
櫃
祉
諜
長
が
八
十
八
歳
以
上
の

六
十
｝
人
の
お
警
を
訪
問
し
、
町
の

祝
紬
と
米
寿
の
方
に
は
県
か
ら
の
祝
．

晶
も
合
わ
せ
て
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
藤
購
長
が
「
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
長
龍
き
し
て

く
だ
さ
い
し
と
祝
㊤
一
．
署
葉
を
述
べ
る

と
、
　
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
元
気
に
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
松
之
山
ア
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
で
は
町
内
の
㎜
人
暮
ら
し
の
ま
罫

寄
り
に
昼
食
の
弁
当
を
贈
り
敬
慧
の

欝
を
視
い
ま
し
た
。

霧
は
轟
弄

　
　
　
　
野
球
ナ
イ
タ
ー
リ
ー
グ
戦

　
町
野
球
連
盟
主
催
に
よ
る
野
球
ナ

イ
タ
…
リ
ー
グ
戦
は
五
月
三
十
欝
に

醐
幕
し
、
九
月
三
懸
の
最
終
試
瓜
で

予
定
し
て
い
た
三
牽
六
試
合
が
す
べ

て
終
了
し
ま
し
た
．
今
年
は
昨
年
よ

り
一
チ
…
ム
少
な
い
九
チ
ー
ム
が
参

撫
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
九
月
十
｝
環
、
懲
然
休
養
村
セ
ン

タ
…
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
優
勝
し

た
籏
野
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に
優
勝
旗
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ナ
イ
タ
ー
り
ー

グ
戦
の
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
、

門
ナ
イ
タ
ー
り
…
グ
の
成
績
】

▽
擾
勝
彗
笈
野
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
▽
準

優
勝
舞
J
A
し
ぶ
み
▽
三
位
鋒
大
樫

▽
照
位
騒
ダ
イ
ゴ
ン
ズ
▽
五
位
婆
魔

の
湯
ウ
イ
、
ノ
グ
ス

イO

r卒業生らが思い出を語り合う一一一
き

1・『一蕊省住民とセミナーハウスが交流交歓

　
九
層
聯
十
欝
、
撫
三
省
小
掌
校
棒

欝
館
磐
、
薫
霧
地
区
往
毘
と
懲
繍
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
み
な
．
繍
ん
と
の
交
流

交
歓
余
が
行
わ
れ
ま
し
た
尊

　
移
成
兀
年
か
ら
漏
三
雀
4
子
校
の

校
誼
、
淵
を
敵
織
倫
開
セ
、
、
、
ふ
ノ
…
ハ
ウ
ノ
ス
》
｝
L
）

ガ
丸
趨
用
し
て
い
る
魯
倫
．
．
罫
園
（
東
窟

都
小
平
郡
）
で
は
、
学
盤
の
構
繰
教

脊
の
充
爽
を
は
か
る
綴
と
し
て
利
用

し
、
こ
れ
家
で
に
大
勢
■
が
縄
蜜
を
訪

れ
卒
、
籔
し
て
行
き
ま
し
た
。

　
ム
園
の
交
歓
感
、
は
、
卒
業
生
か
ら

も
う
一
農
訪
れ
た
い
と
の
声
で
実
親

し
た
も
の
で
、
獺
澤
良
、
．
、
地
区
協
議

会
飛
の
歓
迎
の
こ
と
ば
、
神
芦
校
長

の
あ
い
さ
つ
卍
．
醐
会
．
卒
灘
焦
代
表

か
ら
は
鴨
思
い
出
に
残
る
こ
と
駄
、

ま
た
建
畏
代
表
か
ら
は
哩
セ
ミ
ナ
ー

虹
の
思
い
慮
㎞
が
発
袋
さ
れ
に
ぎ
や

か
に
交
流
交
歓
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鱗

、
購

　
　
　
　
　
　
　
　
蹴

膿螺

r薫高校生活”ちょっと先取り一一一一
！

！一一一一中学3年生が松高へ体験入学一…

　
九
月
十
七
臼
、
松
高
く
安
塚
嵩
校

松
之
山
分
校
）
で
松
之
山
中
学
校
の

鷺
雑
生
を
迎
え
て
「
松
之
掬
分
校
体

験
入
掌
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
捧
験
入
掌
は
、
松
筒
の
こ
と

を
も
つ
と
良
く
戴
っ
て
も
ら
お
う
と

昨
影
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

こ
の
繊
は
中
掌
熱
（
鷺
十
三
人
）
全

興
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
窪
ず
、
学
校
側
か
ら
松
腐
の
概
要

の
説
閣
の
後
、
　
一
～
蕊
年
焦
ま
で
の

授
叢
澱
観
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
学
甕
か
ら
は
「
難
し
い
授
業
だ
し

や
「
楽
し
そ
う
だ
っ
た
」
な
ど
の
燃

が
闇
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
簸
後
に

は
部
濡
に
も
参
纐
す
る
な
ど
実
り
の

あ
る
体
験
入
学
だ
っ
た
よ
う
で
す
．

rわら細工やあんぽづくりで交流r
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
L　・松之山小学校でお年寄り参観日一一

　
九
月
十
九
鶯
、
松
之
山
小
学
校
で

お
年
寄
り
参
観
麟
が
行
わ
れ
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ら
が
大

勢
参
掬
し
ま
し
た
。

　
こ
の
摂
は
、
ま
ず
各
掌
隼
ご
と
の

授
業
を
参
観
。
藩
教
室
で
は
乎
作
り

紙
芝
贋
や
読
書
感
想
の
発
表
、
図
形

の
勉
強
な
ど
が
行
わ
れ
て
灘
り
、
郭

じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
は
そ
の
様
子
を
熱

心
に
見
入
っ
て
い
嶽
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
学
年
ご
と
紅
欝
あ
そ

び
や
あ
ん
ぽ
づ
く
り
、
わ
ら
細
工
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
で
お
年
寄
り
の

み
な
さ
ん
と
の
交
流
禽
が
．
行
わ
れ
ま

し
た
。
兇
童
た
ち
は
、
お
奪
寄
り
か

　
遊
び
方
や
作
り
方
な
ど
を
教
わ
り

な
が
ら
一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

欝
．
｝
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セ
ン

タ
…
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
優
勝
し

た
籏
野
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に
優
勝
旗
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ナ
イ
タ
ー
り
ー

グ
戦
の
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
、

門
ナ
イ
タ
ー
り
…
グ
の
成
績
】

▽
擾
勝
彗
笈
野
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
▽
準

優
勝
舞
J
A
し
ぶ
み
▽
三
位
鋒
大
樫

▽
照
位
騒
ダ
イ
ゴ
ン
ズ
▽
五
位
婆
魔

の
湯
ウ
イ
、
ノ
グ
ス

イO

r卒業生らが思い出を語り合う一一一
き

1・『一蕊省住民とセミナーハウスが交流交歓

　
九
層
聯
十
欝
、
撫
三
省
小
掌
校
棒

欝
館
磐
、
薫
霧
地
区
往
毘
と
懲
繍
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
み
な
．
繍
ん
と
の
交
流

交
歓
余
が
行
わ
れ
ま
し
た
尊

　
移
成
兀
年
か
ら
漏
三
雀
4
子
校
の

校
誼
、
淵
を
敵
織
倫
開
セ
、
、
、
ふ
ノ
…
ハ
ウ
ノ
ス
》
｝
L
）

ガ
丸
趨
用
し
て
い
る
魯
倫
．
．
罫
園
（
東
窟

都
小
平
郡
）
で
は
、
学
盤
の
構
繰
教

脊
の
充
爽
を
は
か
る
綴
と
し
て
利
用

し
、
こ
れ
家
で
に
大
勢
■
が
縄
蜜
を
訪

れ
卒
、
籔
し
て
行
き
ま
し
た
。

　
ム
園
の
交
歓
感
、
は
、
卒
業
生
か
ら

も
う
一
農
訪
れ
た
い
と
の
声
で
実
親

し
た
も
の
で
、
獺
澤
良
、
．
、
地
区
協
議

会
飛
の
歓
迎
の
こ
と
ば
、
神
芦
校
長

の
あ
い
さ
つ
卍
．
醐
会
．
卒
灘
焦
代
表

か
ら
は
鴨
思
い
出
に
残
る
こ
と
駄
、

ま
た
建
畏
代
表
か
ら
は
哩
セ
ミ
ナ
ー

虹
の
思
い
慮
㎞
が
発
袋
さ
れ
に
ぎ
や

か
に
交
流
交
歓
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

鱗

、
購

　
　
　
　
　
　
　
　
蹴

膿螺

r薫高校生活”ちょっと先取り一一一一
！

！一一一一中学3年生が松高へ体験入学一…

　
九
月
十
七
臼
、
松
高
く
安
塚
嵩
校

松
之
山
分
校
）
で
松
之
山
中
学
校
の

鷺
雑
生
を
迎
え
て
「
松
之
掬
分
校
体

験
入
掌
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
捧
験
入
掌
は
、
松
筒
の
こ
と

を
も
つ
と
良
く
戴
っ
て
も
ら
お
う
と

昨
影
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

こ
の
繊
は
中
掌
熱
（
鷺
十
三
人
）
全

興
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
窪
ず
、
学
校
側
か
ら
松
腐
の
概
要

の
説
閣
の
後
、
　
一
～
蕊
年
焦
ま
で
の

授
叢
澱
観
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中
学
甕
か
ら
は
「
難
し
い
授
業
だ
し

や
「
楽
し
そ
う
だ
っ
た
」
な
ど
の
燃

が
闇
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
簸
後
に

は
部
濡
に
も
参
纐
す
る
な
ど
実
り
の

あ
る
体
験
入
学
だ
っ
た
よ
う
で
す
．

rわら細工やあんぽづくりで交流r
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
L　・松之山小学校でお年寄り参観日一一

　
九
月
十
九
鶯
、
松
之
山
小
学
校
で

お
年
寄
り
参
観
麟
が
行
わ
れ
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ら
が
大

勢
参
掬
し
ま
し
た
。

　
こ
の
摂
は
、
ま
ず
各
掌
隼
ご
と
の

授
業
を
参
観
。
藩
教
室
で
は
乎
作
り

紙
芝
贋
や
読
書
感
想
の
発
表
、
図
形

の
勉
強
な
ど
が
行
わ
れ
て
灘
り
、
郭

じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
は
そ
の
様
子
を
熱

心
に
見
入
っ
て
い
嶽
し
た
。

　
そ
の
後
、
各
学
年
ご
と
紅
欝
あ
そ

び
や
あ
ん
ぽ
づ
く
り
、
わ
ら
細
工
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
で
お
年
寄
り
の

み
な
さ
ん
と
の
交
流
禽
が
．
行
わ
れ
ま

し
た
。
兇
童
た
ち
は
、
お
奪
寄
り
か

　
遊
び
方
や
作
り
方
な
ど
を
教
わ
り

な
が
ら
一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

欝
．
｝
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事
業
案
内
％
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
ー
層
　
　
　
　
　
薯

團
圓
・
－
帽
ル
崖

　
各
チ
ー
ム
が
町
長
杯
を
め
ざ
し
て

二
日
間
に
わ
た
り
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ

げ
ま
す
、

▼
期
鷺
　
憩
月
惣
鷺
㈹
・
焉
鼎
㈱

▼
時
聞
　
午
後
6
時
3
0
分
～

▼
場
所
　
町
幾
体
奮
館

▼
時
聞
　
午
荊
9
聴
～

▼
場
所
　
臼
然
休
養
村
セ
ン
タ
…
に

　
　
　
集
合
く
だ
さ
い
。

松之山町生渥学習だより

とり
“

　
東
頸
城
郡
の
美
術
愛
好
者
の
力
作

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

▼
期
R
　
鎗
角
η
懸
㈱
～
給
磁
㈹

▼
聴
聞
　
午
蔚
9
時
～
午
後
6
時

▼
場
所
　
牧
村
艮
体
膏
館

　
　
　
　
　
　
隻

　
　
　
　
　
　
ら
の
ら

　
　
　
　
　
　
o
ぐ
）
齢

　
　
　
　
　
　
　
》

　
紅
自
試
合
の
後
、
焼
き
肉
パ
ー
テ

ィ
ー
を
や
り
野
球
教
室
を
し
め
く
く

　
　
り
　
ゆ

り
ま
サ

▼
期
臼
　
憩
月
珀
揖
㈲

▼
時
間
　
午
後
1
時
鈴
分
～

▼
場
所
　
騎
罠
グ
ラ
ン
ド

女
性
ネ
ッ
墾
ワ
ー
ク
研
修
会

　
二
圏
目
の
今
回
は
、
押
し
花
の
擁

工
の
仕
方
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▼
期
臼
　
鐙
月
雛
繕
㈹

▼
聴
聞
　
午
後
7
時
3
0
分
～

嚇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多

▼
場
所
　
醸
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
小
菅
久
美
子
さ
ん
（
安
塚
）

…
ム
は
、
n
／
8
の
決
勝
大
会
に
鵡

場
し
塞
す
。

國
圃
幽
圏
蔭
］
圏
糟
膣
…
目
U

「
ふ
れ
あ
い
と
健
康
づ
く
り
し
を
合

蟹
葉
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
綱
引
き
大
会
が

闘
催
さ
れ
ま
す
．

▼
鰯
薦
　
沁
月
2
4
爾
働

▼
時
間
　
午
後
6
時
3
0
分
～

▼
場
所
　
松
代
購
驚
体
膏
館

※
松
之
山
町
・
松
代
町
の
上
位
2
チ

　
紅
葉
し
た
山
野
草
を
生
け
ま
す
。

▼
鯛
鷺
　
U
月
4
霞
㈹

▼
聴
聞
　
午
後
8
碍
～

▼
場
漸
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

皿
鷲
拳
　
　
］

・
湯

　
町
長
さ
ん
よ
り
講
謡
を
い
た
だ
き
、

γ
年
闘
の
学
習
を
ま
と
め
、
閉
講
武

を
行
い
ま
す
、

▼
期
旧
　
n
月
6
磁
9
ゆ

▼
購
間
　
隼
鹸
鎗
時
3
0
分
～
午
後
1

　
　
　
　
時
3
0
分
崖
で

▼
場
珊
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

‘2

〆

纏
騰
匿

　
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
櫨
物
の

紅
葉
や
鳥
の
渡
り
な
ど
に
つ
い
て
観

察
し
ま
す
。
今
鐡
は
、
留
山
ダ
ム
周

辺
で
す
。
昼
食
蒔
に
お
い
し
い
お
汁

を
粥
慧
し
ま
す
。

▼
期
欝
　
鐙
月
狛
臼
鋤

一第9＠全国生涯学習フェスティバル協賛事業一一一一

◇特溺講演　林家ライス・カレー茅氏（漫才繭

　　不景気の風を吹き飛ばせ1

　　ギ笑いと涙のガンバリ人生誰

　・臼　時　　憩月26日㈹午後玉蒔から

館脊体
戻
料

斑
無

　
　
　
会

所
料
覧

　
場
展

場
入
鳥

・
　
・
　
湯

　
　
　
◇

生涯学習コーナー、活動写真パネル、掌習作品

・8時　王0月26沼（鷺〉

　　　　　午繭8時130分から

・場　勝　　購艮グランド管理棟2階

松之慮働生涯学習推進本部一一一

｝
婦
人
バ
レ
ー
牽
ー
ル

　
　
　
団
体
交
歓
会

　
跡
内
の
女
性
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
く

り
ひ
ろ
げ
ま
す
。

▼
期
鷺
　
U
月
U
田
㈹

▼
縛
間
　
部
後
7
時
～

▼
場
所
　
町
艮
体
育
館

　
難
月
の
ニ
ョ
ェ
欝
教
室
は
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
を
使
っ
て
棄
し
く
遊
び
談
す
．

▼
獺
臼
　
難
月
鴛
醸
㈱

▼
時
間
年
筋
9
時
～

▼
場
斯
　
葭
然
休
養
柑
セ
ン
タ
…

町商工会

　婦人部

『
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」

　
　
　
　
運
動
へ
取
り
組
み

　
　
身
障
者
・
高
齢
者
に
無
料
で
配
霧

　
松
之
撫
鋳
潮
黒
会
婦
入
部
で
は
、

今
年
度
「
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
運
勤
蝋

に
取
ウ
総
ん
で
い
濠
す
。

　
ッ
｝
の
運
働
は
欝
内
の
欝
瞳
薮
や
醐

齢
欝
黄
魯
い
ハ
ン
カ
チ
を
醗
嚇
し
、

鱒
つ
外
～
時
に
ハ
ン
噂
チ
を
振
る
こ
と

で
「
手
を
黛
し
て
ほ
し
い
鉱
の
念
泌

に
し
て
も
‘
お
う
と
い
う
も
の
で
す
．

　
歴
｝
の
運
動
の
提
隅
餐
・
寧
野
弘
信

湊
ん
は
、
　
…
級
障
垂
轡
（
内
部
疾
愚
〉

の
た
め
外
晃
は
健
敦
蕎
と
譲
っ
た
く

変
わ
静
な
く
莞
墓

トイレの汲み取りを

依頼される皆さんへ
れ
て
い
ま
し
た
弓

津南地域衛生施設組合からの

　　　　　　お願い，グ

　
そ
の
た
め
、
駅
の
踏
段
で
心
臓
発

作
鑓
襲
わ
れ
た
時
、
だ
れ
｝
人
と
し

て
声
を
か
け
て
く
れ
ず
網
顎
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

鷲瓢＿診

　
講

　
鍵

　
な
ゆ

　
ゑ
ぞ

　
繍

　
駕盤　薫

鷺
瓢

騨
戴
畿

無料で配：霧される黄芭いハ

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
黄

色
い
ハ
ン
カ
チ
を
』
振
る
こ
と
を
「
手

を
黛
し
て
く
だ
さ
い
し
と
い
う
全
團

共
通
の
瓜
図
に
し
よ
う
と
思
い
立
ち
、

愈
翻
行
聯
を
鯛
娘
。
環
筏
で
は
全
國

の
た
く
さ
ん
の
方
た
ち
の
賛
岡
を
得

ら
れ
て
い
ま
す
癖

　
購
穂
工
会
嫌
人
部
で
も
、
こ
の
運

動
の
趣
濤
に
賛
騰
し
、
購
の
編
祉
の

増
進
並
び
に
豊
か
な
町
づ
く
り
の
一

助
に
な
れ
ば
を
｝
「
驚
縄
毯
い
ハ
ン
カ
チ

運
鋤
篇
を
翼
施
す
る
こ
と
韓
な
っ
た

も
の
で
す
、
こ
の
運
勤
の
内
容
は
、

①
舞
障
轡
や
蔑
齢
鞍
紅
噸
黄
色
い
ハ

　
ン
カ
チ
幅
を
無
料
で
醗
布
し
譲
す
．

②
暢
黄
亀
い
ハ
ン
カ
チ
飾
を
振
つ
て

　
い
る
人
を
麗
か
け
た
ら
、
進
ん
で

　
糞
を
貸
し
て
あ
げ
濠
す
。

⑨汲み取りを依頼される場合

●H灘～鴛月は汲み取りの依頼で大混雑します砦

　余裕をもってお確し込券ください，

●便槽に余裕があるのに、むやみに汲み取りを

　依頼しないよう、鑓ごろから痩槽の管理をし

　てレくださいゆまた、便槽溝に捨てられたビニ

　ール製贔などのゴミが廼理設備の故障際覆と

　なり騰つています，トイレはゴミ箱ではあり

　ません。ご溢慧ください。

●タ廷年、下水道接続二応事に俸うもの、工事環場

　やイベント会場など仮設トイレの緊急の汲み

取り依頼の対応紀鍵ってい濠す．あらかじめ

計灘し下記の汲み取窮委託業養へご根談くだ

　さい。

が
窯
な
も
の
で
す
．
購
蔑
の
み
な
き

ん
も
、
こ
の
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
フ
お
願
い
し
濠
す
。

　
な
お
、
蕊
ハ
魚
｝
い
ハ
ン
カ
チ
は
町
商

工
金
に
構
憲
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
刺
罵
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
驚

商
工
金
へ
費
6
－
2
王
7
屡

十
β
町
地
域
消
防
に

消
防
自
動
車
が
寄
贈

　
九
月
八
鑓
、
十
鷺
購
地
域
滴
防
本

部
に
財
懸
法
人
欝
本
擬
灘
保
鹸
協
会

か
ら
水
槽
付
き
浦
防
ポ
ン
プ
自
勤
車

｝
奮
が
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
受
納
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
．

　
撮
畿
保
険
簸
界
で
は
研
本
擬
霧
保

険
協
金
を
通
じ
、
災
鍵
，
や
事
故
の
防

魚
・
軽
減
紅
役
立
て
る
た
め
姦
種
の

　
　
　
　
　
　
i
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

＠汲み取り料金の納入は

○汲み取り料金は、汲み取り露に鏡金で支払っ

　ていただくのが原則です。

O料金未納の場禽は、再び依頼されても納入を

　確認した後に汲み取りをすることがあります

　のでご漉意ください奪

＠汲み取鯵の依頼先

　株武会社　巾央溝掃

　鋤257－65－243董凄
べく3

賜

防
災
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
今
國

の
滴
防
自
勤
灘
の
寮
贈
も
こ
の
雛
業

の
輔
つ
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
十
総
鑓
地
域
濾
防
本
部
へ
寮
贈
さ

れ
た
溝
防
窺
爾
は
全
園
で
二
、
二
二

八
ム
撒
懲
、
新
潟
県
下
で
は
｝
○
慧
台

目
、
十
鷺
購
地
域
へ
は
昭
秘
五
五
舘

渡
に
つ
い
で
灘
台
糧
と
な
り
ま
す
。

消
防
自
励
率
は
水
騒
｝
、
七
〇
〇
2

の
水
槽
を
持
ち
大
型
の
わ
り
紅
は
小

醸
り
が
き
き
、
水
利
を
見
つ
け
る
の

続
大
変
な
街
林
火
災
の
場
禽
紅
威
力

が
発
揮
さ
れ
そ
う
で
す
．

　
曼
納
式
で
は
、
欝
本
擬
讐
保
険
脇

会
擬
潟
支
部
の
秋
允
翻
央
疵
か
ら
管

理
籍
の
牽
鷺
購
衛
畏
（
助
役
代
理
）

に
露
録
が
贈
量
さ
れ
、
践
の
終
了
後

擬
作
搬
露
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
滴
防
自
働
箪
の
命
私
も
智

わ
れ
糧
火
災
保
険
讐
十
購
購
弩
騙
と

磁
づ
け
ら
れ
豪
し
た
の
水
槽
付
き
溝

防
ポ
ン
プ
自
渤
毒
は
、
津
南
購
に
あ

る
潮
分
署
紅
醗
備
さ
れ
る
予
驚
で
す
。
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事
業
案
内
％
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
ー
層
　
　
　
　
　
薯

團
圓
・
－
帽
ル
崖

　
各
チ
ー
ム
が
町
長
杯
を
め
ざ
し
て

二
日
間
に
わ
た
り
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ

げ
ま
す
、

▼
期
鷺
　
憩
月
惣
鷺
㈹
・
焉
鼎
㈱

▼
時
聞
　
午
後
6
時
3
0
分
～

▼
場
所
　
町
幾
体
奮
館

▼
時
聞
　
午
荊
9
聴
～

▼
場
所
　
臼
然
休
養
村
セ
ン
タ
…
に

　
　
　
集
合
く
だ
さ
い
。

松之山町生渥学習だより

とり
“

　
東
頸
城
郡
の
美
術
愛
好
者
の
力
作

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

▼
期
R
　
鎗
角
η
懸
㈱
～
給
磁
㈹

▼
聴
聞
　
午
蔚
9
時
～
午
後
6
時

▼
場
所
　
牧
村
艮
体
膏
館

　
　
　
　
　
　
隻

　
　
　
　
　
　
ら
の
ら

　
　
　
　
　
　
o
ぐ
）
齢

　
　
　
　
　
　
　
》

　
紅
自
試
合
の
後
、
焼
き
肉
パ
ー
テ

ィ
ー
を
や
り
野
球
教
室
を
し
め
く
く

　
　
り
　
ゆ

り
ま
サ

▼
期
臼
　
憩
月
珀
揖
㈲

▼
時
間
　
午
後
1
時
鈴
分
～

▼
場
所
　
騎
罠
グ
ラ
ン
ド

女
性
ネ
ッ
墾
ワ
ー
ク
研
修
会

　
二
圏
目
の
今
回
は
、
押
し
花
の
擁

工
の
仕
方
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

▼
期
臼
　
鐙
月
雛
繕
㈹

▼
聴
聞
　
午
後
7
時
3
0
分
～

嚇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
多

▼
場
所
　
醸
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
講
師
　
小
菅
久
美
子
さ
ん
（
安
塚
）

…
ム
は
、
n
／
8
の
決
勝
大
会
に
鵡

場
し
塞
す
。

國
圃
幽
圏
蔭
］
圏
糟
膣
…
目
U

「
ふ
れ
あ
い
と
健
康
づ
く
り
し
を
合

蟹
葉
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
綱
引
き
大
会
が

闘
催
さ
れ
ま
す
．

▼
鰯
薦
　
沁
月
2
4
爾
働

▼
時
間
　
午
後
6
時
3
0
分
～

▼
場
所
　
松
代
購
驚
体
膏
館

※
松
之
山
町
・
松
代
町
の
上
位
2
チ

　
紅
葉
し
た
山
野
草
を
生
け
ま
す
。

▼
鯛
鷺
　
U
月
4
霞
㈹

▼
聴
聞
　
午
後
8
碍
～

▼
場
漸
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

皿
鷲
拳
　
　
］

・
湯

　
町
長
さ
ん
よ
り
講
謡
を
い
た
だ
き
、

γ
年
闘
の
学
習
を
ま
と
め
、
閉
講
武

を
行
い
ま
す
、

▼
期
旧
　
n
月
6
磁
9
ゆ

▼
購
間
　
隼
鹸
鎗
時
3
0
分
～
午
後
1

　
　
　
　
時
3
0
分
崖
で

▼
場
珊
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
…

‘2

〆

纏
騰
匿

　
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
な
が
ら
櫨
物
の

紅
葉
や
鳥
の
渡
り
な
ど
に
つ
い
て
観

察
し
ま
す
。
今
鐡
は
、
留
山
ダ
ム
周

辺
で
す
。
昼
食
蒔
に
お
い
し
い
お
汁

を
粥
慧
し
ま
す
。

▼
期
欝
　
鐙
月
狛
臼
鋤

一第9＠全国生涯学習フェスティバル協賛事業一一一一

◇特溺講演　林家ライス・カレー茅氏（漫才繭

　　不景気の風を吹き飛ばせ1

　　ギ笑いと涙のガンバリ人生誰

　・臼　時　　憩月26日㈹午後玉蒔から

館脊体
戻
料

斑
無

　
　
　
会

所
料
覧

　
場
展

場
入
鳥

・
　
・
　
湯

　
　
　
◇

生涯学習コーナー、活動写真パネル、掌習作品

・8時　王0月26沼（鷺〉

　　　　　午繭8時130分から

・場　勝　　購艮グランド管理棟2階

松之慮働生涯学習推進本部一一一

｝
婦
人
バ
レ
ー
牽
ー
ル

　
　
　
団
体
交
歓
会

　
跡
内
の
女
性
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
く

り
ひ
ろ
げ
ま
す
。

▼
期
鷺
　
U
月
U
田
㈹

▼
縛
間
　
部
後
7
時
～

▼
場
所
　
町
艮
体
育
館

　
難
月
の
ニ
ョ
ェ
欝
教
室
は
、
ダ
ン

ボ
ー
ル
を
使
っ
て
棄
し
く
遊
び
談
す
．

▼
獺
臼
　
難
月
鴛
醸
㈱

▼
時
間
年
筋
9
時
～

▼
場
斯
　
葭
然
休
養
柑
セ
ン
タ
…

町商工会

　婦人部

『
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
」

　
　
　
　
運
動
へ
取
り
組
み

　
　
身
障
者
・
高
齢
者
に
無
料
で
配
霧

　
松
之
撫
鋳
潮
黒
会
婦
入
部
で
は
、

今
年
度
「
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
運
勤
蝋

に
取
ウ
総
ん
で
い
濠
す
。

　
ッ
｝
の
運
働
は
欝
内
の
欝
瞳
薮
や
醐

齢
欝
黄
魯
い
ハ
ン
カ
チ
を
醗
嚇
し
、

鱒
つ
外
～
時
に
ハ
ン
噂
チ
を
振
る
こ
と

で
「
手
を
黛
し
て
ほ
し
い
鉱
の
念
泌

に
し
て
も
‘
お
う
と
い
う
も
の
で
す
．

　
歴
｝
の
運
動
の
提
隅
餐
・
寧
野
弘
信

湊
ん
は
、
　
…
級
障
垂
轡
（
内
部
疾
愚
〉

の
た
め
外
晃
は
健
敦
蕎
と
譲
っ
た
く

変
わ
静
な
く
莞
墓

トイレの汲み取りを

依頼される皆さんへ
れ
て
い
ま
し
た
弓

津南地域衛生施設組合からの

　　　　　　お願い，グ

　
そ
の
た
め
、
駅
の
踏
段
で
心
臓
発

作
鑓
襲
わ
れ
た
時
、
だ
れ
｝
人
と
し

て
声
を
か
け
て
く
れ
ず
網
顎
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

鷲瓢＿診

　
講

　
鍵

　
な
ゆ

　
ゑ
ぞ

　
繍

　
駕盤　薫

鷺
瓢

騨
戴
畿

無料で配：霧される黄芭いハ

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
、
黄

色
い
ハ
ン
カ
チ
を
』
振
る
こ
と
を
「
手

を
黛
し
て
く
だ
さ
い
し
と
い
う
全
團

共
通
の
瓜
図
に
し
よ
う
と
思
い
立
ち
、

愈
翻
行
聯
を
鯛
娘
。
環
筏
で
は
全
國

の
た
く
さ
ん
の
方
た
ち
の
賛
岡
を
得

ら
れ
て
い
ま
す
癖

　
購
穂
工
会
嫌
人
部
で
も
、
こ
の
運

動
の
趣
濤
に
賛
騰
し
、
購
の
編
祉
の

増
進
並
び
に
豊
か
な
町
づ
く
り
の
一

助
に
な
れ
ば
を
｝
「
驚
縄
毯
い
ハ
ン
カ
チ

運
鋤
篇
を
翼
施
す
る
こ
と
韓
な
っ
た

も
の
で
す
、
こ
の
運
勤
の
内
容
は
、

①
舞
障
轡
や
蔑
齢
鞍
紅
噸
黄
色
い
ハ

　
ン
カ
チ
幅
を
無
料
で
醗
布
し
譲
す
．

②
暢
黄
亀
い
ハ
ン
カ
チ
飾
を
振
つ
て

　
い
る
人
を
麗
か
け
た
ら
、
進
ん
で

　
糞
を
貸
し
て
あ
げ
濠
す
。

⑨汲み取りを依頼される場合

●H灘～鴛月は汲み取りの依頼で大混雑します砦

　余裕をもってお確し込券ください，

●便槽に余裕があるのに、むやみに汲み取りを

　依頼しないよう、鑓ごろから痩槽の管理をし

　てレくださいゆまた、便槽溝に捨てられたビニ

　ール製贔などのゴミが廼理設備の故障際覆と

　なり騰つています，トイレはゴミ箱ではあり

　ません。ご溢慧ください。

●タ廷年、下水道接続二応事に俸うもの、工事環場

　やイベント会場など仮設トイレの緊急の汲み

取り依頼の対応紀鍵ってい濠す．あらかじめ

計灘し下記の汲み取窮委託業養へご根談くだ

　さい。

が
窯
な
も
の
で
す
．
購
蔑
の
み
な
き

ん
も
、
こ
の
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ

る
よ
フ
お
願
い
し
濠
す
。

　
な
お
、
蕊
ハ
魚
｝
い
ハ
ン
カ
チ
は
町
商

工
金
に
構
憲
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
刺
罵
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
驚

商
工
金
へ
費
6
－
2
王
7
屡

十
β
町
地
域
消
防
に

消
防
自
動
車
が
寄
贈

　
九
月
八
鑓
、
十
鷺
購
地
域
滴
防
本

部
に
財
懸
法
人
欝
本
擬
灘
保
鹸
協
会

か
ら
水
槽
付
き
浦
防
ポ
ン
プ
自
勤
車

｝
奮
が
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
受
納
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
．

　
撮
畿
保
険
簸
界
で
は
研
本
擬
霧
保

険
協
金
を
通
じ
、
災
鍵
，
や
事
故
の
防

魚
・
軽
減
紅
役
立
て
る
た
め
姦
種
の

　
　
　
　
　
　
i
…
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

＠汲み取り料金の納入は

○汲み取り料金は、汲み取り露に鏡金で支払っ

　ていただくのが原則です。

O料金未納の場禽は、再び依頼されても納入を

　確認した後に汲み取りをすることがあります

　のでご漉意ください奪

＠汲み取鯵の依頼先

　株武会社　巾央溝掃

　鋤257－65－243董凄
べく3

賜

防
災
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
今
國

の
滴
防
自
勤
灘
の
寮
贈
も
こ
の
雛
業

の
輔
つ
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
十
総
鑓
地
域
濾
防
本
部
へ
寮
贈
さ

れ
た
溝
防
窺
爾
は
全
園
で
二
、
二
二

八
ム
撒
懲
、
新
潟
県
下
で
は
｝
○
慧
台

目
、
十
鷺
購
地
域
へ
は
昭
秘
五
五
舘

渡
に
つ
い
で
灘
台
糧
と
な
り
ま
す
。

消
防
自
励
率
は
水
騒
｝
、
七
〇
〇
2

の
水
槽
を
持
ち
大
型
の
わ
り
紅
は
小

醸
り
が
き
き
、
水
利
を
見
つ
け
る
の

続
大
変
な
街
林
火
災
の
場
禽
紅
威
力

が
発
揮
さ
れ
そ
う
で
す
．

　
曼
納
式
で
は
、
欝
本
擬
讐
保
険
脇

会
擬
潟
支
部
の
秋
允
翻
央
疵
か
ら
管

理
籍
の
牽
鷺
購
衛
畏
（
助
役
代
理
）

に
露
録
が
贈
量
さ
れ
、
践
の
終
了
後

擬
作
搬
露
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
滴
防
自
働
箪
の
命
私
も
智

わ
れ
糧
火
災
保
険
讐
十
購
購
弩
騙
と

磁
づ
け
ら
れ
豪
し
た
の
水
槽
付
き
溝

防
ポ
ン
プ
自
渤
毒
は
、
津
南
購
に
あ

る
潮
分
署
紅
醗
備
さ
れ
る
予
驚
で
す
。
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お知らせ

松之山購役場　費6一叙31

計
画
出
荷
米
以
外
の

米
穀
売
渡
し
の
届
出

　
　
新
潟
食
糧
事
務
所
浦
川
原
支
駈

　
平
成
7
年
U
月
1
臼
か
ら
食
糧
法

が
施
行
さ
れ
、
生
産
蕎
が
計
画
患
荷

米
以
外
の
米
（
計
爾
外
流
通
米
〉
を

売
り
渡
す
場
舎
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ

の
数
量
を
農
林
水
産
大
駆
に
届
出
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
特
別
栽
培
米
も
計
醐

外
流
還
米
の
対
象
と
な
り
履
鵡
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
本
葎
産
米
を
特
甥
栽
培
米
ま
た
は

計
爾
出
荷
米
以
外
の
米
穀
と
し
て
売

渡
し
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
事

萬
に
煽
出
書
を
提
患
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
燭
出
様
武
、
記
載
方
法

な
ど
詳
し
い
内
容
は
、
次
へ
お
問
い

舎
わ
せ
く
だ
さ
い
、

《
問
い
合
わ
せ
先
》
新
潟
食
糧
事
務
所

浦
川
原
支
斯
へ
　
費
9
－
2
3
屡
1

嘉舞割　
　
　
　
　
十
β
町
地
域
消
防
本
部

　
当
滴
防
本
部
で
は
、
毎
年
秋
に
幼

少
薙
か
ら
「
火
災
予
防
｝
及
び
「
防

災
教
膏
」
を
目
的
に
、
楽
し
み
な
が

ら
防
災
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

た
め
《
滴
防
ひ
ろ
ば
》
を
闘
設
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
も
下
記
の
と
お
り
輿
施
い
た

し
ま
す
の
で
、
多
数
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
．
こ
案
内

し
ま
す
。

◆
臼
蒔
龍
平
成
9
年
m
月
1
9
霞
（
β
〉

　
午
葡
憩
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

◆
場
漸
巽
川
西
購
立
絹
藤
中
学
校

　
　
（
爾
天
の
場
合
は
屋
内
体
育
館
）

◆
内
容
藝
①
ミ
｝
　
溝
防
華
運
転
コ
ー

　
ナ
ー
②
は
し
ご
車
試
乗
コ
ー
ナ
ー

　
③
ち
び
っ
こ
救
助
隊
コ
ー
ナ
ー
地

◆
問
い
合
わ
せ
禿
無
十
縫
町
地
域
消

　
防
本
部
予
防
諜
齎
0
2
5
7
i
5

　
7
－
1
5
5
5
（
代
）

…イ
カ
ン
ガ
ー
ふ
れ
あ
い

レ
セ
プ
シ
箋
ン
ご
案
内

　
　
　
　
　
　
六
臼
町
教
育
委
員
会

　
六
臼
町
で
は
ほ
く
ほ
く
線
鵜
通
を

祝
い
、
第
捻
麟
リ
レ
毒
マ
ラ
ソ
ン
大

会
を
記
念
大
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

こ
の
目
玉
と
し
て
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
ジ

ユ
マ
・
イ
カ
ン
ガ
…
選
手
を
招
待
し
、

蔚
揖
に
は
「
イ
カ
ン
ガ
ー
ふ
れ
あ
い

レ
セ
プ
シ
遡
ン
」
を
麗
催
し
ま
す
。

　
こ
の
レ
セ
プ
シ
灘
ン
は
2
0
歳
以
上

の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
ご
参
趣

い
た
だ
け
ま
す
。
参
癩
ご
籍
望
の
方

は
、
辮
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
嬢
聴
蕪
平
成
9
年
n
月
8
臼
（
土
）

　
午
後
6
時
か
ら

◆
会
場
§
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
越
賂
荘

◆
参
加
賞
鎚
6
、
0
0
0
円

◆
締
切
§
鎗
月
焉
臼
（
水
〉

◆
串
し
込
み
・
問
い
含
わ
せ
先
封
六

　
録
町
大
字
坂
戸
3
7
2
デ
ィ
ス

　
ポ
ー
ト
六
臼
脚
明
2
階
　
　
リ
レ
ー
マ

　
ラ
ソ
ン
事
務
局
　
費
0
2
5
7
－

　
7
3
－
6
6
3
0

新
潟
県
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
十
臼
町
労
働
基
準
監
督
署

　
こ
の
た
び
、
新
潟
県
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
憲
し
た
。

　
平
成
9
年
撞
月
璽
β
か
ら

　
騨
　
臼
　
4
、
§
萎
5
円

　
㎜
時
問
　
　
　
6
屡
s
円

　
こ
の
簸
低
蟹
金
は
、
業
種
、
業
務
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
臨
時
雇
を
問
わ

ず
適
粥
さ
れ
ま
す
．

　
詳
し
く
は
、
十
澱
購
労
働
基
準
蟹

督
署
へ
お
問
い
禽
わ
せ
く
だ
さ
い
。

姪
0
2
5
7
－
5
2
－
2
0
7
9

10月の交通安全
　　　字ヤンペーン

夜問の事故に

　鉦をつけましょう

　歩行　は朋る鵬殿襲や環財秘

を勢に慰け象しぷう。獲鮒材が

必要懸方は、交通安全協会松之

毒支部く役場総務課内）ま瞭

（
働
）
里
創
プ
ラ
ン
綱

は
じ
め
ま
し
て
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
鎖
町
地
域
広
域
圏
は
、
平
成
六

年
に
里
創
プ
ラ
ン
の
第
一
弩
と
し
て

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
理
由
は
、
人
口

の
滅
少
と
嵩
齢
化
の
進
行
が
著
し
く
、

地
域
活
姓
化
の
た
め
の
対
策
が
急
が

れ
て
い
る
こ
と
と
、
平
成
九
無
鷺
月

に
北
越
北
線
の
醐
通
に
よ
り
圏
域
の

交
流
人
口
の
増
と
活
牲
化
を
図
り
た

い
と
い
う
、
圏
域
共
通
の
謙
題
が
あ

つ
た
た
め
で
す
。

　
璽
創
プ
ラ
ン
は
、
い
ま
ま
で
の
よ

う
滅
國
や
県
の
補
助
箏
業
を
活
胴
し

て
「
補
助
金
を
も
ら
っ
て
行
政
が
何

か
を
造
る
し
と
い
う
も
の
で
な
く
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
を
、
自

分
た
ち
で
考
え
、
自
分
た
ち
で
実
現

す
る
」
と
い
う
考
え
を
基
に
地
域
と

県
が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
づ
く
り
を

や
っ
て
行
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

イ4

十
臼
町
地
域
広
域
事
務
紹
合
事
務
周

企
画
振
興
諜
で
す
。
十
欝
跡
地
域
広

域
六
市
町
村
で
進
め
て
い
ま
す
「
十

日
町
地
域
二
訟
ー
に
い
が
た
璽
翻
プ

ラ
ン
」
　
「
妻
脊
郷
ア
｝
ト
ネ
ッ
ク
レ

ス
整
鵬
構
想
」
に
つ
い
て
、
各
市
町

村
の
広
報
の
紙
面
を
お
借
り
し
、
連

載
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
　
「
墨
創
プ
ラ
ン
し
の
誕

生
か
ら
「
妻
膚
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ

ス
整
備
構
想
」
ま
で
で
す
。

◎
里
翻
プ
ラ
ン

　
「
十
霞
驚
地
域
ニ
ュ
ー
に
い
が
た

璽
創
プ
ラ
ン
し
賂
し
て
、
　
「
灘
創
プ

ラ
ン
し
が
誕
生
し
た
い
き
さ
つ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
と
サ
く

「
よ
い
（
理
想
の
）
羅
創
り
し
を
目

指
し
た
い
と
い
う
平
山
県
知
事
の
考

え
に
基
づ
い
た
も
の
で
す
．

プ
ラ
ン
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
県
都
驚
緑
荏
セ
ン
タ
韮

　
新
潟
票
で
は
、
県
内
の
林
業
振
興

の
捉
進
と
美
し
い
街
づ
く
り
を
醒
的

と
し
て
、
間
伐
材
を
測
鰐
し
た
プ
ラ

ン
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
広
く
緊
民
の

皆
さ
ま
か
ら
幕
集
し
家
す
．

◆
募
集
資
格
舞
中
学
盤
以
ぬ
の
欄
人

◆
応
幕
方
法
嚢
A
3
版
の
臼
紙
絹
紙

　
一
枚
紅
形
状
や
寸
法
・
模
様
が
わ

　
か
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
、
作

　
晶
の
裏
磁
に
、
住
漸
・
氏
嶺
・
年
齢
・

　
職
業
・
電
議
番
畢
と
作
蕪
の
簡
単

　
な
鋭
明
を
鯛
記
し
て
く
だ
さ
い
、

イ．r》rプ’

◆
応
幕
締
切
舞
平
成
9
奪
鎗
月
鍛
拍

　
（
当
β
滴
印
禽
効
）

◆
貰
藝
簸
櫻
秀
欝
一
点
（
賞
状
・
欝

　
金
憩
万
円
）
、
優
秀
賞
二
点
（
賞

　
状
・
霞
金
5
万
円
〉
、
佳
作
甑
点

　
ハ
賞
状
・
賞
金
3
万
円
）

◆
闘
い
禽
わ
せ
先
舞
新
潟
蜜
漸
光
賄

　
5
－
1
　
千
歳
ビ
ル
4
F
（
財
）

　
新
潟
県
都
帯
緑
花
セ
ン
タ
ー
「
プ

　
ラ
ン
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
∬
ン
ペ
㎏
係

　
費
0
2
5
－
2
8
5
－
5
5
王
0

上
越
リ
ウ
マ
チ
患
者
・

家
族
の
つ
ど
い
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
越
保
健
漸

　
リ
ウ
マ
チ
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を

醐
優
し
ま
す
。
リ
ウ
マ
チ
の
患
者
港

ん
や
家
族
の
方
、
大
勢
の
参
燃
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
餓
軽
に
滲
舶

く
だ
さ
い
．

◆
霞
購
経
平
成
9
年
沁
月
鍍
沼
（
金
）

　
午
後
王
聴
3
0
分
か
ら
唾
時
ま
で

◆
場
所
舞
票
立
中
央
病
院
　
上
越
帯

新
爾
購
2
0
5

◆
対
象
餐
讐
荘
斑
リ
ウ
マ
チ
患
蕎
及

　
び
そ
の
家
族
（
介
護
轡
）

◆
内
容
錘
晦
緬
の
語
、
座
談
会

◆
参
撫
費
嚢
無
料

◆
確
し
込
み
彗
平
成
9
年
憩
月
蔦
獄

　
ま
で
に
上
越
保
健
勝
　
地
域
保
健

　
謙
　
鑑
藤
・
岡
本
豪
で

　
費
0
2
5
5
－
2
4
－
6
！
3
3

善
意
に
感
謝
し
ま
す

　
松
之
由
鱒
社
会
禰
祉
協
議
会
に
善

慧
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
町
の

筏
懲
福
縫
の
尚
上
の
た
め
に
活
潮
さ

せ
て
い
た
だ
き
濠
す
謄
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
衰
し
た
。

▼
蕩
橋
滝
太
郎
様
（
天
水
騰
〉

　
　
金
　
一
　
封

▼
深
由
金
様
（
天
水
越
）

　
　
秋
祭
リ
バ
ザ
ー
の
売
り
上
げ
金

　
　
金
　
　
｝
腿
、
六
〇
〇
円
撤
｝

　
　
で
す
か
ゆ
、
内
容
に
つ
い
て
は
こ

　
れ
か
ら
み
ん
な
で
作
り
烹
げ
て
行
こ

　
う
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
＠
葵
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備

　
　
構
想

　
　
平
成
六
館
灘
月
か
ら
松
代
購
と
松

　
之
由
町
を
迎
え
、
　
　
｝
帯
照
町
一
村
か

　
，
な
る
新
し
い
「
十
揖
購
地
域
広
域

　
行
政
圏
」
が
ス
タ
葦
ト
．
こ
の
よ
う

　
な
献
溌
の
中
で
、
盤
翻
プ
ラ
ン
ヘ
の

　
取
り
組
み
が
嬌
ま
り
、
軍
成
八
年
三

　
月
に
「
妻
樹
郷
ア
！
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス

　
整
備
構
想
し
と
し
て
発
蓑
し
ま
し
た
。

　
　
こ
の
構
想
が
計
臨
さ
れ
た
背
景
に

　
は
、
中
霞
聞
地
域
で
あ
る
妻
脊
郷
が

　
抱
え
る
さ
憲
ざ
ま
な
問
題
が
あ
導
ま

　
す
．
そ
の
問
題
と
は
、
地
場
産
業
の

　
低
迷
、
鷲
轡
入
鶏
の
漉
出
に
よ
る
過

｝㎜皿｝
榊

練
化
と
縫
会
の
高
齢
化
、
文
化
・
ン

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
滋
ン
の
崩
壊
に
よ
る

住
幾
の
濡
力
低
下
等
の
諸
問
題
で
す
．

　
構
懇
の
策
定
臓
あ
た
っ
て
は
、
こ

れ
ら
の
取
り
絹
み
の
も
つ
畏
所
・
短

所
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
れ

象
で
に
な
い
独
自
の
地
域
振
興
策
を

た
て
る
よ
う
検
討
が
璽
ね
ら
れ
て
き

豪
し
た
。
今
後
は
地
域
の
人
々
の
中

で
こ
の
構
想
が
鍛
え
ら
れ
、
妻
荷
郷

圃
鞍
の
特
質
を
活
か
し
て
地
域
に
獅

た
な
活
力
を
呼
び
起
こ
す
と
岡
晦
に
、

全
園
の
中
山
閣
地
域
の
問
題
解
決
に

対
し
て
も
新
し
い
展
望
を
承
す
も
の

と
し
て
鰯
待
さ
れ
て
い
ま
す
尊

　
次
麟
は
、
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整

備
構
想
の
概
要
を
ご
紹
介
し
窪
す
。

ゆ
療
描
り
漢

カ
ヱ
ル
C
ん

だ
芝
菖
　
¢

熱
攣

鑛
き
き
■
き
葎
舞
＄
＄
窪
　

薩懇『∞∞

　　芸能祭　、

　　　美術展
と　き　io月2撮ヨ　（臼〉

　　　肇露雛0蒔～年後4蒔

ところ　購騰体育館

　　　　湊然稼養蒋センター

《イベント内容》

特産贔鮫売、試食コー一ナー一など

また異謡、舞踊の発表。欝道や

絵爾、写真、盤け花などの展承

　ご近所お誘い金わ量のうえ、

お出かけください。

躍盟聞臨鵬・　　　　・』齢一’聯鞭繍繍雲蹄’　’篇

華
　

’5

隅
ア
イ
・
ラ
プ
ゆ
う
ち
ゃ
ん
蝋
は
今
月
弩
で
終
了
し
ま
す
）



1
①
①
寸
1

お知らせ

松之山購役場　費6一叙31

計
画
出
荷
米
以
外
の

米
穀
売
渡
し
の
届
出

　
　
新
潟
食
糧
事
務
所
浦
川
原
支
駈

　
平
成
7
年
U
月
1
臼
か
ら
食
糧
法

が
施
行
さ
れ
、
生
産
蕎
が
計
画
患
荷

米
以
外
の
米
（
計
爾
外
流
通
米
〉
を

売
り
渡
す
場
舎
は
、
あ
ら
か
じ
め
そ

の
数
量
を
農
林
水
産
大
駆
に
届
出
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
特
別
栽
培
米
も
計
醐

外
流
還
米
の
対
象
と
な
り
履
鵡
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
本
葎
産
米
を
特
甥
栽
培
米
ま
た
は

計
爾
出
荷
米
以
外
の
米
穀
と
し
て
売

渡
し
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
事

萬
に
煽
出
書
を
提
患
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
燭
出
様
武
、
記
載
方
法

な
ど
詳
し
い
内
容
は
、
次
へ
お
問
い

舎
わ
せ
く
だ
さ
い
、

《
問
い
合
わ
せ
先
》
新
潟
食
糧
事
務
所

浦
川
原
支
斯
へ
　
費
9
－
2
3
屡
1

嘉舞割　
　
　
　
　
十
β
町
地
域
消
防
本
部

　
当
滴
防
本
部
で
は
、
毎
年
秋
に
幼

少
薙
か
ら
「
火
災
予
防
｝
及
び
「
防

災
教
膏
」
を
目
的
に
、
楽
し
み
な
が

ら
防
災
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

た
め
《
滴
防
ひ
ろ
ば
》
を
闘
設
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
も
下
記
の
と
お
り
輿
施
い
た

し
ま
す
の
で
、
多
数
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
．
こ
案
内

し
ま
す
。

◆
臼
蒔
龍
平
成
9
年
m
月
1
9
霞
（
β
〉

　
午
葡
憩
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

◆
場
漸
巽
川
西
購
立
絹
藤
中
学
校

　
　
（
爾
天
の
場
合
は
屋
内
体
育
館
）

◆
内
容
藝
①
ミ
｝
　
溝
防
華
運
転
コ
ー

　
ナ
ー
②
は
し
ご
車
試
乗
コ
ー
ナ
ー

　
③
ち
び
っ
こ
救
助
隊
コ
ー
ナ
ー
地

◆
問
い
合
わ
せ
禿
無
十
縫
町
地
域
消

　
防
本
部
予
防
諜
齎
0
2
5
7
i
5

　
7
－
1
5
5
5
（
代
）

…イ
カ
ン
ガ
ー
ふ
れ
あ
い

レ
セ
プ
シ
箋
ン
ご
案
内

　
　
　
　
　
　
六
臼
町
教
育
委
員
会

　
六
臼
町
で
は
ほ
く
ほ
く
線
鵜
通
を

祝
い
、
第
捻
麟
リ
レ
毒
マ
ラ
ソ
ン
大

会
を
記
念
大
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

こ
の
目
玉
と
し
て
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
ジ

ユ
マ
・
イ
カ
ン
ガ
…
選
手
を
招
待
し
、

蔚
揖
に
は
「
イ
カ
ン
ガ
ー
ふ
れ
あ
い

レ
セ
プ
シ
遡
ン
」
を
麗
催
し
ま
す
。

　
こ
の
レ
セ
プ
シ
灘
ン
は
2
0
歳
以
上

の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
ご
参
趣

い
た
だ
け
ま
す
。
参
癩
ご
籍
望
の
方

は
、
辮
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
嬢
聴
蕪
平
成
9
年
n
月
8
臼
（
土
）

　
午
後
6
時
か
ら

◆
会
場
§
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
越
賂
荘

◆
参
加
賞
鎚
6
、
0
0
0
円

◆
締
切
§
鎗
月
焉
臼
（
水
〉

◆
串
し
込
み
・
問
い
含
わ
せ
先
封
六

　
録
町
大
字
坂
戸
3
7
2
デ
ィ
ス

　
ポ
ー
ト
六
臼
脚
明
2
階
　
　
リ
レ
ー
マ

　
ラ
ソ
ン
事
務
局
　
費
0
2
5
7
－

　
7
3
－
6
6
3
0

新
潟
県
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

　
　
　
　
十
臼
町
労
働
基
準
監
督
署

　
こ
の
た
び
、
新
潟
県
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
憲
し
た
。

　
平
成
9
年
撞
月
璽
β
か
ら

　
騨
　
臼
　
4
、
§
萎
5
円

　
㎜
時
問
　
　
　
6
屡
s
円

　
こ
の
簸
低
蟹
金
は
、
業
種
、
業
務
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
臨
時
雇
を
問
わ

ず
適
粥
さ
れ
ま
す
．

　
詳
し
く
は
、
十
澱
購
労
働
基
準
蟹

督
署
へ
お
問
い
禽
わ
せ
く
だ
さ
い
。

姪
0
2
5
7
－
5
2
－
2
0
7
9

10月の交通安全
　　　字ヤンペーン

夜問の事故に

　鉦をつけましょう

　歩行　は朋る鵬殿襲や環財秘

を勢に慰け象しぷう。獲鮒材が

必要懸方は、交通安全協会松之

毒支部く役場総務課内）ま瞭

（
働
）
里
創
プ
ラ
ン
綱

は
じ
め
ま
し
て
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
鎖
町
地
域
広
域
圏
は
、
平
成
六

年
に
里
創
プ
ラ
ン
の
第
一
弩
と
し
て

指
定
さ
れ
ま
し
た
。
理
由
は
、
人
口

の
滅
少
と
嵩
齢
化
の
進
行
が
著
し
く
、

地
域
活
姓
化
の
た
め
の
対
策
が
急
が

れ
て
い
る
こ
と
と
、
平
成
九
無
鷺
月

に
北
越
北
線
の
醐
通
に
よ
り
圏
域
の

交
流
人
口
の
増
と
活
牲
化
を
図
り
た

い
と
い
う
、
圏
域
共
通
の
謙
題
が
あ

つ
た
た
め
で
す
。

　
璽
創
プ
ラ
ン
は
、
い
ま
ま
で
の
よ

う
滅
國
や
県
の
補
助
箏
業
を
活
胴
し

て
「
補
助
金
を
も
ら
っ
て
行
政
が
何

か
を
造
る
し
と
い
う
も
の
で
な
く
、

「
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
を
、
自

分
た
ち
で
考
え
、
自
分
た
ち
で
実
現

す
る
」
と
い
う
考
え
を
基
に
地
域
と

県
が
一
緒
に
な
っ
て
地
域
づ
く
り
を

や
っ
て
行
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

イ4

十
臼
町
地
域
広
域
事
務
紹
合
事
務
周

企
画
振
興
諜
で
す
。
十
欝
跡
地
域
広

域
六
市
町
村
で
進
め
て
い
ま
す
「
十

日
町
地
域
二
訟
ー
に
い
が
た
璽
翻
プ

ラ
ン
」
　
「
妻
脊
郷
ア
｝
ト
ネ
ッ
ク
レ

ス
整
鵬
構
想
」
に
つ
い
て
、
各
市
町

村
の
広
報
の
紙
面
を
お
借
り
し
、
連

載
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
　
「
墨
創
プ
ラ
ン
し
の
誕

生
か
ら
「
妻
膚
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ

ス
整
備
構
想
」
ま
で
で
す
。

◎
里
翻
プ
ラ
ン

　
「
十
霞
驚
地
域
ニ
ュ
ー
に
い
が
た

璽
創
プ
ラ
ン
し
賂
し
て
、
　
「
灘
創
プ

ラ
ン
し
が
誕
生
し
た
い
き
さ
つ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
と
サ
く

「
よ
い
（
理
想
の
）
羅
創
り
し
を
目

指
し
た
い
と
い
う
平
山
県
知
事
の
考

え
に
基
づ
い
た
も
の
で
す
．

プ
ラ
ン
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
県
都
驚
緑
荏
セ
ン
タ
韮

　
新
潟
票
で
は
、
県
内
の
林
業
振
興

の
捉
進
と
美
し
い
街
づ
く
り
を
醒
的

と
し
て
、
間
伐
材
を
測
鰐
し
た
プ
ラ

ン
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
広
く
緊
民
の

皆
さ
ま
か
ら
幕
集
し
家
す
．

◆
募
集
資
格
舞
中
学
盤
以
ぬ
の
欄
人

◆
応
幕
方
法
嚢
A
3
版
の
臼
紙
絹
紙

　
一
枚
紅
形
状
や
寸
法
・
模
様
が
わ

　
か
る
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
、
作

　
晶
の
裏
磁
に
、
住
漸
・
氏
嶺
・
年
齢
・

　
職
業
・
電
議
番
畢
と
作
蕪
の
簡
単

　
な
鋭
明
を
鯛
記
し
て
く
だ
さ
い
、

イ．r》rプ’

◆
応
幕
締
切
舞
平
成
9
奪
鎗
月
鍛
拍

　
（
当
β
滴
印
禽
効
）

◆
貰
藝
簸
櫻
秀
欝
一
点
（
賞
状
・
欝

　
金
憩
万
円
）
、
優
秀
賞
二
点
（
賞

　
状
・
霞
金
5
万
円
〉
、
佳
作
甑
点

　
ハ
賞
状
・
賞
金
3
万
円
）

◆
闘
い
禽
わ
せ
先
舞
新
潟
蜜
漸
光
賄

　
5
－
1
　
千
歳
ビ
ル
4
F
（
財
）

　
新
潟
県
都
帯
緑
花
セ
ン
タ
ー
「
プ

　
ラ
ン
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
∬
ン
ペ
㎏
係

　
費
0
2
5
－
2
8
5
－
5
5
王
0

上
越
リ
ウ
マ
チ
患
者
・

家
族
の
つ
ど
い
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
越
保
健
漸

　
リ
ウ
マ
チ
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を

醐
優
し
ま
す
。
リ
ウ
マ
チ
の
患
者
港

ん
や
家
族
の
方
、
大
勢
の
参
燃
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
お
餓
軽
に
滲
舶

く
だ
さ
い
．

◆
霞
購
経
平
成
9
年
沁
月
鍍
沼
（
金
）

　
午
後
王
聴
3
0
分
か
ら
唾
時
ま
で

◆
場
所
舞
票
立
中
央
病
院
　
上
越
帯

新
爾
購
2
0
5

◆
対
象
餐
讐
荘
斑
リ
ウ
マ
チ
患
蕎
及

　
び
そ
の
家
族
（
介
護
轡
）

◆
内
容
錘
晦
緬
の
語
、
座
談
会

◆
参
撫
費
嚢
無
料

◆
確
し
込
み
彗
平
成
9
年
憩
月
蔦
獄

　
ま
で
に
上
越
保
健
勝
　
地
域
保
健

　
謙
　
鑑
藤
・
岡
本
豪
で

　
費
0
2
5
5
－
2
4
－
6
！
3
3

善
意
に
感
謝
し
ま
す

　
松
之
由
鱒
社
会
禰
祉
協
議
会
に
善

慧
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
町
の

筏
懲
福
縫
の
尚
上
の
た
め
に
活
潮
さ

せ
て
い
た
だ
き
濠
す
謄
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
衰
し
た
。

▼
蕩
橋
滝
太
郎
様
（
天
水
騰
〉

　
　
金
　
一
　
封

▼
深
由
金
様
（
天
水
越
）

　
　
秋
祭
リ
バ
ザ
ー
の
売
り
上
げ
金

　
　
金
　
　
｝
腿
、
六
〇
〇
円
撤
｝

　
　
で
す
か
ゆ
、
内
容
に
つ
い
て
は
こ

　
れ
か
ら
み
ん
な
で
作
り
烹
げ
て
行
こ

　
う
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　
＠
葵
有
郷
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整
備

　
　
構
想

　
　
平
成
六
館
灘
月
か
ら
松
代
購
と
松

　
之
由
町
を
迎
え
、
　
　
｝
帯
照
町
一
村
か

　
，
な
る
新
し
い
「
十
揖
購
地
域
広
域

　
行
政
圏
」
が
ス
タ
葦
ト
．
こ
の
よ
う

　
な
献
溌
の
中
で
、
盤
翻
プ
ラ
ン
ヘ
の

　
取
り
組
み
が
嬌
ま
り
、
軍
成
八
年
三

　
月
に
「
妻
樹
郷
ア
！
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス

　
整
備
構
想
し
と
し
て
発
蓑
し
ま
し
た
。

　
　
こ
の
構
想
が
計
臨
さ
れ
た
背
景
に

　
は
、
中
霞
聞
地
域
で
あ
る
妻
脊
郷
が

　
抱
え
る
さ
憲
ざ
ま
な
問
題
が
あ
導
ま

　
す
．
そ
の
問
題
と
は
、
地
場
産
業
の

　
低
迷
、
鷲
轡
入
鶏
の
漉
出
に
よ
る
過

｝㎜皿｝
榊

練
化
と
縫
会
の
高
齢
化
、
文
化
・
ン

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
滋
ン
の
崩
壊
に
よ
る

住
幾
の
濡
力
低
下
等
の
諸
問
題
で
す
．

　
構
懇
の
策
定
臓
あ
た
っ
て
は
、
こ

れ
ら
の
取
り
絹
み
の
も
つ
畏
所
・
短

所
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
れ

象
で
に
な
い
独
自
の
地
域
振
興
策
を

た
て
る
よ
う
検
討
が
璽
ね
ら
れ
て
き

豪
し
た
。
今
後
は
地
域
の
人
々
の
中

で
こ
の
構
想
が
鍛
え
ら
れ
、
妻
荷
郷

圃
鞍
の
特
質
を
活
か
し
て
地
域
に
獅

た
な
活
力
を
呼
び
起
こ
す
と
岡
晦
に
、

全
園
の
中
山
閣
地
域
の
問
題
解
決
に

対
し
て
も
新
し
い
展
望
を
承
す
も
の

と
し
て
鰯
待
さ
れ
て
い
ま
す
尊

　
次
麟
は
、
ア
ー
ト
ネ
ッ
ク
レ
ス
整

備
構
想
の
概
要
を
ご
紹
介
し
窪
す
。

ゆ
療
描
り
漢

カ
ヱ
ル
C
ん

だ
芝
菖
　
¢

熱
攣

鑛
き
き
■
き
葎
舞
＄
＄
窪
　

薩懇『∞∞

　　芸能祭　、

　　　美術展
と　き　io月2撮ヨ　（臼〉

　　　肇露雛0蒔～年後4蒔

ところ　購騰体育館

　　　　湊然稼養蒋センター

《イベント内容》

特産贔鮫売、試食コー一ナー一など

また異謡、舞踊の発表。欝道や

絵爾、写真、盤け花などの展承

　ご近所お誘い金わ量のうえ、

お出かけください。

躍盟聞臨鵬・　　　　・』齢一’聯鞭繍繍雲蹄’　’篇

華
　

’5

隅
ア
イ
・
ラ
プ
ゆ
う
ち
ゃ
ん
蝋
は
今
月
弩
で
終
了
し
ま
す
）
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杢兵衛・入柱伝説を後世に

今月号の主な内容

（盗兵衛の碑除幕式

　　関連記事はlo頁〉

にぎわった農業祭・・ ・2～3

水道水の水質検登結果公表・・　　……一 一護～5

湯r鳥駅伝大会、農業委翼の担当地区決まる…　　6～7

みんなの広場／都展入賞者・・ ・8～9

町の語題／盗兵衛の石碑建立ほか・… ・・王o～難

中越・道ビジョン、お短らせ・・ ・・王3～王4

圃圏回團

お《糟み《羅齢
編漂　重孝さん　鈴歳　天水越（万屋〉

橿漂ハルエさん　54歳　天水越く坂中）

横山信治さん　83歳　湯　山く不老閣／

樋麟　カズさん　79歳　兎　鷺（うしろ）

小野塚キヨシさん　鴇歳　東川（上）

志賀文次郎さん　80歳　下絹手（水まつ

※9蝿玉欝から30鷺までの履出分です。

※広報に載せて億しくない方は、麟鐵の

　ときに窓環紅お話ください。

　　町の動き
　　　　　　　iO肩王饗環在

　　総人鶯3，3胃人（…9〉

　　　　男1，643人（一護／

　　　　女ま，728人（一5）

　　樵帯数i，728戸（一！／

　　　（）内ξ繭淵雛）捻較

町民憲章段器孝，、53無，糞茎溜葦定

わたしたちは松之禽尉製です，、郷、圭ゆ愛し、

み入、なでよりよい町づくりをしよう、

購艮》合欝葉
至、美しい緑と霧の中で

　　’£　かな人になろう

1．プナの棺が触れ禽うように

　　連幣の心をもとう
　　　　　ゆゑ1、湧きいづる湯衆のように
　　撰彗造の：わを岡めよう

温泉定休日
誓　1温泉センター1翠の湯

1・月lg23P53董

呵雇327い7
駄

》
軽

ぽくの絵わたしの絵 浦田保育勝

織麟
灘

羅埼驚滋触

　嚢

轟

　　　　　鐘囎テ、謡、、

　　　　㌔欝チ，
　叢　　　。　澱鞭轡ヲP
　　　　齢ノ感繍曜
　　　、　欝糠毒醗・

大厳寺牧場への遠足

〈うさぎ組〉

竹内雄大くん

（坂中・親象〉

　〈うさぎ組〉
　ぶとうゆ　い
佐藤優依ちゃん

　（曽根・福葵麗〉

遠量ですべり台している

ところです

一冶〆バ・

蒙

嚢難 ‡
集

熊　　膿ご糟）　‘

訓
　　　大厳寺牧場へ遠星

遠是に行’）てシーソーにのっているところ

◇9月のできごと

1黛　農難委愚会立候補予定鷺

　　説賜会（役場）

2鑓　緊知事とのさわやかトー

　　ク（十欝町宙〉

9鷺　農業委興会立候補餐受付

捻霞　議会経済建設婁興会

お溝　敬老の摂、購長表敬訪問

鷺鑓　議会総務戻生委轟会

3旺ヨ　農業委員会総会

◇簿月醤賛一弔丹雄βの予定

玉懸

22ε1

25紹

26藏

28藏

献癒（成分献慮：役場〉

盗，奨衛詑念碑の除幕式

美術展く27沼まで）

農業祭・芸能祭

湯鳥フェスティバル

小中学校膏楽発裏交歓会

▽
憲
賀
搾
助
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

蝶
の
標
本
が
購
轍
来
ゑ
し
た
。
私
も

取
材
で
そ
の
標
本
を
見
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
褒
紙
で
も
一
部
紹
介
し

ま
し
た
が
、
カ
ラ
…
で
鞍
く
て
本
当

に
残
念
で
す
臼
そ
の
蝶
た
ち
の
蝕
の

侮
と
き
れ
い
な
こ
と
か
。
　
讐
ど
う
し

て
、
こ
ん
な
に
き
れ
い
な
蝶
が
い
る

の
だ
ろ
う
か
」
と
岡
聴
は
「
慮
分
も

こ
ん
な
標
本
を
作
っ
て
覧
た
い
な
篇

と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
蝶
を
箆

て
い
る
う
ち
に
心
が
浮
き
浮
き
し
、

楽
し
い
気
分
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
、

購
濡
性
化
の
た
め
に
”
蝶
”
が
舞
う

時
期
も
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

編
集
室
か
ら

‘6
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